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Ⅰ   は じ め に  
 
令 和 2 年 度 事 業 計 画 策 定 に 際 し て 留 意 し た こ と は 次 の 通 り で す。  
 
「全 世 代 型 社 会 保 障」 へ の 転 換  
 
  令 和 元 年 8 月、 財 務 省 主 計 局 の ご 協 力 で 制 作 し 公 開 し た 「 日 本 の 財 政 を 考 え る 」 (4 分 
13 秒) で は、 高 齢 者 中 心 の 社 会 保 障 か ら、 消 費 税 増 収 分 は す べ て 社 会 保 障 に 充 て 「全 世 
代 型 社 会 保 障」 へ 転 換 と い う 方 針 が 打 ち 出 さ れ て い ま す。 平 成 か ら 継 承 す る 社 会 保 障 
に 加 え、 令 和 で は 待 機 児 童 の 解 消 や 幼 児 教 育 の 無 償 化 と いっ た 子 育 て 世 代 の た め に 使 
う と さ れ て い ま す。 少 子 化 と 人 口 急 減 が 顕 著 な 中、 全 世 代 型 と い う こ と は 公 的 サー ビ 
ス の 対 象 を 広 げ る こ と に な り、 消 費 税 率 10% の 中 で や れ る こ と な の で しょ う か︖ 消 費 
税 率 を も う 一 段 階 上 げ る と い う こ と な の で しょ う の か︖ そ こ は 勿 論 触 れ て い ま せ ん 
が、 早 晩 判 断 を 迫 ら れ る の で は な い で しょ う か。  
 

 
「 日 本 の 財 政 を 考 え る 」 よ り、 全 世 代 型 社 会 保 障 に 転 換  

 
  次 世 代 に 明 る い 未 来 を 残 す た め に、 私 達 が 今 「何 が で き る の か」 共 に 考 え て み ま 
しょ う︕  
 
「一 人 一 役、 み ん な が 主 役︕」  
   平 成 23  年 1 月、 KK 2  「エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ」 に 出 演 い た だ い た  髙 畑 敬 一 氏  （当 時 
NPO 法 人 Nippon  Active  Life  Club  (NALC) 会 長 ） が 令 和 2 年 2 月 8 日 90 歳 で  鬼 籍 に 入 ら れ ま        
し た 。  
  日 本 の 労 働 運 動 の 中 興 の 祖 と し て 現 在 の  連 合  の 礎 を 築 き、  松 下 電 器 産 業 （株） （現 
  パ ナ ソ ニッ ク） 役 員 退 任 後 は 奥 さ ま と 共 に 介 護 ヘ ル パー 資 格 を 取 得、 夫 婦 で ボ ラ ン 
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ティ ア を 宣 言、  「自 立・ 奉 仕・ 助 け 合 い」 を モッ トー に 元 気 な シ ニ ア を 募 り 積 極 的 な 
社 会 参 加 を 提 唱、  全 国 100 か 所 を 超 え る 地 域 や 海 外 に ま で NALC （ナ ル ク） の 活 動 を 広 
く 普 及 さ れ ま し た。 正 に  人 生 二 周 目 の ロー ル モ デ ル を 身 を もっ て 示 さ れ ま し た。  
  髙 畑 敬 一 氏 の ご 冥 福 を お 祈 り す る と 共 に、 そ の 遺 志 を 肝 に 銘 じ 今 「何 が で き る の 
か」 考 え て み た い と 思 い ま す。 髙 畑 氏 が 半 世 紀 以 上 前 に 唱 え た 「一 人 一 役、 み ん な が 
主 役︕」 と い う 言 葉 が 甦っ て き ま す。 多 く の 人々 の 腑 に 落 ち る 平 易 な 言 葉 で す。 私 た 
ち は こ の 言 葉 を 心 に 刻 み、 生 き づ ら さ を 抱 え る 人 達 が 支 え 合っ て 「生 き る よ ろ こ び」 
を も と め て 生 き て い け る 社 会・ 地 域 づ く り を 目 指 し、 歩 み を 進 め て ま い り ま す。     
 

 
在 り し 日 の 故 髙 畑 敬 一 氏  

 
「人 口 の 1% が 行 動 す れ ば 地 域 は 変 わ る︕」  
  上 記 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ の 中 で  髙 畑 敬 一 氏  は、 少 子 高 齢 化 が 凄 い 勢 い で 進 ん で 
お り 地 域 コ ミュ 二 ティ が 立 ち 行 か な く な る 懸 念 が あ る が、 「人 口 の 1% を  NALC （ナ ル 
ク）  が 占 め れ ば 街 が 変 わ る︕」 と、 北 海 道 の  ナ ル ク 中 標 津  の 地 域 活 動 を 目 を 輝 か さ れ 
紹 介 さ れ ま し た。  
  他 人 に 無 関 心 を 装 う 人 が 非 常 に 多 い 風 潮 下、 持 続 可 能 な 地 域 活 動 が 成 り 立 つ の だ ろ 
う か︖ と ネ ガ ティ ブ に 考 え て い て も 何 も 変 わ り ま せ ん。 「 地 域  人 口 の 1% が 社 会 の 課 題 
解 決 に 参 画 す れ ば 地 域 は 変 わ る︕」 と い う ポ ジ ティ ブ な 考 え で ひ と り 一 人 が 行 動 す る 
こ と で、 地 域 の 活 性 化 は 動 き 出 す。 当 時 御 年 81 歳 と は 思 え な い 熱 い 言 葉 で し た。    
  私 た ち は、 3.11 東 日 本 大 震 災 発 災 以 降 岩 手 県 気 仙 （け せ ん） 地 区 の 皆 さ ま と の デ ジ 
タ ル 公 民 館 活 動 を 通 じ て、 住 民 自 身 に よ る 自 律 し た コ ミュ ニ ティ 活 動 が 芽 生 え、 こ の 
地 域 に レ ジ リ エ ン ス が 高 ま る 様 子 を 見 守っ て き ま し た。 人 口 の 1% 云々 を 意 識 し た わ け 
で は あ り ま せ ん が、 地 域 の 志 を 一 つ に す る 方々 が 行 動 を 起 こ し 自 律 し た コ ミュ ニ ティ 
が 育 ま れ、 私 た ち が 触 媒 に なっ て 各 コ ミュ ニ ティ が 繋 が り、 サ イ バー 空 間 に 誘 い、 地 
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域 連 携 が 実 現 し ま し た。 令 和 元 年 度 は、 東 日 本 大 震 災 を 乗 り 越 え て 気 仙 に 暮 ら す 人々 
の レ ジ リ エ ン ス・ 自 然・ 文 化・ 暮 し と いっ た 「け せ ん の 魅 力 を 世 界 へ」 を 映 像 で 纏 め 
KK 2  公 式 YouTube で 世 界 に 発 信 し ま し た。 （ 5 分 40 秒）  
 

 
   ※   岩 手 県 「令 和 元 年 度 被 災 者 の 参 画 に よ る 心 の 復 興 事 業」 に 採 択  
 
  私 た ち は 「人 口 の 1% が 行 動 す れ ば 地 域 は 変 わ る︕」 を 心 に 刻 み、 令 和 2 年 度 も 「デ 
ジ タ ル 公 民 館 活 動」  *  を 展 開 し て ま い り ま す。  
 
* 「デ ジ タ ル 公 民 館 活 動」 ︓ 地 域 （リ ア ル 空 間） と サ イ バー 空 間 を つ な ぐ 学 び と 交 流 活 
動 を 行 い 地 域 で の Society5.0 を 推 進 す る 活 動 で す。  
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「徳 (toku) トー ク ン (token) 制 度 ︓ TT   」 を 社 会 に 実 装︕  
 
  NALC （ナ ル ク）  活 動 の 軸 と な る シ ス テ ム 「 時 間 預 託 制 度 」 は、  

(1) 会 員 相 互 が 身 に 付 け た キャ リ ア・ 特 技 を 交 換 し 合 い、 コ ミュ ニ ティ を 深 め、 在 
宅 ケ ア 支 援 の ボ ラ ン ティ ア 活 動 を 展 開 す る。  

(2) 在 宅 ケ ア 支 援 を 必 要 と す る 会 員 に 対 し、 キャ リ ア・ 特 技 を 持 つ 会 員 が サー ビ ス 
提 供 し、 活 動 し た 時 間 を NALC に 預 託 （貯 蓄） す る。  

(3) 会 員 ご 自 身 及 び 配 偶 者・ 両 親・ 子 供 に サー ビ ス が 必 要 に なっ た 時、 預 託 （貯 
蓄） し た 時 間 を 引 き 出 し、 サー ビ ス を 受 け る こ と が で き ま す。  
 

  元 気 な シ ニ ア が 積 み 重 ね た 「徳」 が、 自 分 と 自 分 の 家 族 が 困っ た 時 に 「支 援」 と 
なっ て 返っ て く る、  NALC （ナ ル ク）  会 員 間 で 流 通 す る 謂 わ ば 「徳」 の デ ジ タ ル 通 貨 制 
度 で す。  
   NALC （ナ ル ク） の  理 念 と 活 動 は、 当 時 の 現 役 を 退 い た 多 く の シ ニ ア の 共 感 を 得 て、 
平 成 6 年 設 立 以 来  NALC （ナ ル ク） の 会 員 数 と 活 動 拠 点 は 急 速 に 拡 大 し て い き ま し た。 
し か し 人 口 減 少 時 代 を 迎 え、 会 員 数 と 活 動 拠 点 数 の 減 少 が 始 ま り、  預 託 （貯 蓄）  さ れ 
た 「徳」 と 「支 援」 サー ビ ス の 不 均 衡 と い う 課 題 も 発 生 し て い ま す。 原 因 と し て は、  

(1) 会 員 の 高 齢 化 に よ り、  「支 援」 し て ほ し い 人 が 増 え 「徳」 を 積 む 元 気 な 会 員 が 
減 る。  

(2) 「徳」 を 積 む と い う 意 識 を 持 つ 人 が 減 る。  
(3) 現 役 を 退 く 人 が 減 り、 働 き 続 け る シ ニ ア が 増 え る。  
(4) 子 の 年 代 に  共 働 き 世 帯 が 増 え、 孫 の 子 育 て 支 援 に 時 間 が 取 ら れ る。  

等 さ ま ざ ま な 要 因 が 考 え ら れ ま す。  
  令 和 の 世 で は、 全 世 代 型 社 会 保 障 と い う 「公 助」 と、 一 人 ひ と り の 「自 助」 だ け で 
は す で に 地 域・ 社 会 は 立 ち 行 き ま せ ん。 時 間 預 託 制 度 の 理 念 は 尊 重 し、 特 定 団 体 と 
いっ た 枠 を 外 し、 シ ニ ア と いっ た 年 齢 枠 も 外 し、 全 世 代 型 の  「徳」 と 「支 援」 の デ ジ 
タ ル 通 貨 制 度 を 社 会 に 実 装 す る こ と が 必 要 で す。 地 域 の 1% を 目 安 と す る 人 が 身 に 付 け 
た キャ リ ア・ 特 技 を 交 換 し 合 い 活 動 す れ ば、 「一 人 一 役、 み ん な が 主 役︕」 と 唱 え る 
こ と が で き る 持 続 可 能 な 地 域・ 社 会 が 実 現 で き る の で は な い で しょ う か。  
 
「徳 (toku) トー ク ン (token) 制 度 ︓ TT   」 社 会 実 装 の 要 点 ︓  

(1) 「徳」 は 義 務 で は な く 本 人 の 主 体 性 を 尊 重 す る。  
(2) 「徳」 の 内 容 は 明 文 化 す る が 変 化 の 常 態 化 に 対 応 し 柔 軟 に 定 め る。  
(3) 「徳」 と 「支 援」 は 内 容 に 拘 わ ら ず 1 時 間 単 位 で カ ウ ン ト す る。  
(4) 「徳」 と 「支 援」 1 時 間 ＝ 1TT   と す る。  
(5)   ID は 「マ イ ナ ン バー カー ド」 を 利 用 す る。  
(6) 預 託 （貯 蓄） す る TT に 有 効 期 限 は な く 子 孫 お よ び 指 定 す る 他 者 に 伝 承 で き る。  
(7) ご 自 身 の TT は、 配 偶 者・ 両 親・ 子 供 に 限 ら ず、 指 定 す る 他 者 に も 適 用 で き る。  
(8) 組 織 に 所 属 す る 従 業 員 と 扶 養 家 族 の TT の 合 計 は、 組 織 の ポ イ ン ト と し て カ ウ ン 

ト で き る。  
(9) TT   利 用 者 は、 日 本 国 内 で は 1% 概 ね 100 万 人 を 想 定 す る。  

      (10)   TT   利 用 を 日 本 国 内 に 限 定 す る 理 由 は な い。  
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https://www.youtube.com/watch?v=bEQb0Qp0qBo


 

 

 
 こ の 活 動 の 実 現 に は、 一 人 ひ と り が 自 主 的 に 物 を 考 え、 平 和 的、 協 力 的 に 行 動 す る 習  

性 を 養 う こ と と、 上 か ら の 命 令 で な く 地 域・ 社 会 の 人々 の 自 主 的 な 要 望 と 協 力 に よ り 
醸 成 さ れ る こ と が 重 要 で す。 従っ て 自 律 し た・ 地 域 コ ミュ ニ ティ・ 住 民 自 治 組 織・ 労 
働 組 合・ ボ ラ ン ティ ア 団 体・ 社 会 福 祉 団 体・ 従 業 員 共 済 会 等 の 志 を 一 に す る コ ミュ ニ 
ティー が、 地 域・ 社 会 に 横 糸 を 通 す よ う に 繋 が る こ と が 望 ま し い と 考 え ま す。  
 
  今 年 度 は  「徳 (toku) トー ク ン (token) 制 度 ︓ TT   」 社 会 実 装 を 進 め ま す。  
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「教 育」 と 「会 議」 の” 質” の 向 上 を︕ー   産 学 官 連 携 事 業   ー  
   世 界 の 「大 学 教 育」 を 取 り 巻 く ４ つ の 課 題 が 次 の よ う に 挙 げ ら れ て い ま す。  
   （「世 界 の エ リー ト が 今 一 番 入 り た い 大 学 ミ ネ ル バ」 山 本 秀 樹   著）  

(1) 学 生 は 社 会 で 活 躍 す る 準 備 が で き て い る と 思 う か︖ と い う 問 に 対 し て、 [Yes] と 
答 え た の は 大 学 経 営 者 の 96% 、 企 業 側 は 11% 、 乖 離 が 大 き い。  

(2) 学 習 効 果 の 低 い 講 義 形 式 が 主 流 で 「学 び の 質」 が 疎 か に さ れ て い る。  
(3) 「多 様 性」 を 謳 う が 外 国 人 留 学 生 は 少 な く、 家 庭 経 済 力 が 合 格 基 準 に。  
(4) 学 費 が 高 騰 し、 多 く の 学 生 が 多 額 の ロー ン を 抱 え る。  

 
  産 学 官 連 携 事 業 と し て 令 和 元 年 度 よ り 取 り 組 ん で き た 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 事 業 
は、 少 な く と も (1)(2) の 課 題 解 決 に 取 り 組 む も の で あ り、 学 習 者 ひ と り 一 人 と 向 き 合っ 
た 「誰 も 置 き 去 り に し な い 教 育」 を 目 指 し て き ま し た。 令 和 2 年 度 は 「学 生 の 社 会 へ の 
接 続」 と 「教 育 の” 質” の 向 上」 を 目 指 す 取 組 を 加 速 し て ま い り ま す。  
  平 成 28 （ 2016 ） 年 1 月 開 催 の ダ ボ ス 会 議 の テー マ は 「第 4 次 産 業 革 命」 で、 機 械、 電 
気、 コ ン ピュー ター と 進 化 し て き た 産 業 が、 ネッ ト、 IoT 、 AI 、 ロ ボッ ト 等 で、 ど う 変 
わっ て い く の か が 議 論 さ れ、 こ の 中 で 「 2020 年 に 必 要 な ビ ジ ネ ス ス キ ル Top10 」 が 発 
表 さ れ て い ま す。  

 
  こ の 「 Top  10  skills 」 を 一 言 で 表 現 す る と、 AI 社 会 で AI に は で き な い 人 間 的 な ス キ ル    
で す。 AI や ロ ボッ ト で は で き な い 複 雑 で 人 間 に し か で き な い 「働 き 方」 の 中 で、 様々 
な 職 業 に お い て 共 通 な 「会 議」 「情 報 共 有」 「合 意」 の 質 の 向 上 を 目 指 し ま す。  
  「会 議」 「情 報 共 有」 「合 意」 の デ ジ タ ル 化 を サ ポー ト す る IDP(Interactive  
Discussion  Platform) を 開 発 提 供 し、 教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会 で の 実 践 を 通 じ て ブ ラ  
シュ アッ プ し て ま い り ま す。  
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Ⅱ   霞 が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア （ KK 2  ） 事 業  
   KK²  は、 社 会 教 育 プ ロ グ ラ ム 及 び プ ラッ ト フォー ム の 提 供 を 目 的 と し 「共 に 考 え、 共 に 
学 び、 共 に 担 う 社 会 へ」 を ミッ ショ ン に 掲 げ 「デ ジ タ ル 公 民 館」 活 動 を 推 進 し て い ま す。 
令 和 2 年 で 開 設 12 周 年 を 迎 え ま し た。  
  令 和 2 年 度 は、 昨 年 度 か ら 取 組 ん で い る 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 の 推 進 を 中 心 に、 い つ で も 
ど こ で も 誰 も が 学 び 交 流 で き る 環 境 を 整 え る こ と を 目 指 し 活 動 し て い き ま す。  
  ま た、  KK²  活 動 の 広 報・  PR  の 強 化 を 行 い、  KK²  事 業 を 社 会 に 浸 透 さ せ て い く こ と、 そ れ 
に よ り 収 入 の  2  本 柱 で あ る 「レ ン タ ル ス ペー ス 費」 「会 費」 を 増 や す こ と で、 持 続 可 能 な 
事 業 へ と 転 換 を 図っ て ま い り ま す。  

 現 在 （ 令 和 2 年 1 月 1 日 現 在 ）、  KK² Web  会 員 は  14,455  人 と なっ て お り、 属 性 は 以 下 と なっ  
て い ま す。 今 年 度 は 「学 生 と 社 会 の 接 続」 を 支 援 す る イ ン タ ラ ク ティ ブ 教 材 の 提 供 を 開 始 
し、 ア ソ シ エ イ ト の 拡 大 に 取 り 組 み ま す。  
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（０） 東 京 2020 オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン ピッ ク 関 連 プ ロ グ ラ ム  
令 和  2  年 は、 東 京 オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン ピッ ク が 開 催 さ れ ま す。  KK²  で は、 関 連 し た 特 別 
プ ロ グ ラ ム を 開 催 し ま す。  
 
－ １   AVCC ＆ KK 2  事 業 説 明 会 2020  

「 2020 オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン ピッ ク で 実 装 す る 最 先 端 イ ノ ベー ショ ン」  

  令 和 2 年 開 催 の 東 京 オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン ピッ ク は、 多 様 な イ ノ ベー ショ ン が 盛 り 込 
ま れ た 大 会 に な る と 期 待 さ れ ま す。 令 和 2 年 度 の 事 業 説 明 会 で は、 ど の よ う な 最 先 端 イ ノ 
ベー ショ ン が 実 装 さ れ る の か と い う 視 点 で、 公 益 財 団 法 人 東 京 オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン 
ピッ ク 競 技 大 会 組 織 委 員 会   イ ノ ベー ショ ン 推 進 室 長   平 田 英 世 様 を お 招 き し、 ご 講 演 を 
い た だ く 予 定 で 調 整 中 で す。  
 
・ 令 和 2 年 5 月 27 日 （水） （予 定）  
 
  ま た、 下 期 （ 11 月 頃） に は 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 を テー マ に、 最 先 端 の 取 組 事 例 な ど の 
お 話 を 伺 う 特 別 講 演 会 の 開 催 を 予 定 し て い ま す。  
 
－ ２   東 京 2020 大 会  
「仕 事 帰 り に み ん な で 応 援 し よ う︕  パ ブ リッ ク ビュー イ ン グ」 会 場  
  東 京  2020  大 会 を 仕 事 帰 り に 応 援 す る、 パ ブ リッ ク ビュー イ ン グ 会 場 と し て 申 請 を 行 う  
予 定 で す。 参 加 チ ケッ ト の 入 手 が 難 し い 中、 仕 事 帰 り に 気 軽 に 応 援 で き る 場 を 提 供 し ま 
す。  
 
－ ３   社 会 で 活 躍 す る 人 の し ご と 力 を 学 ぶ 「 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ 」  
第 55 回   東 京 1964 オ リ ン ピッ ク 日 本 代 表 「本 田 大 三 郎 さ ん」 （ 85 歳）  
 
  「エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ」 は、 様々 な 分 野 で 活 躍 す る エ キ ス パー ト を ゲ ス ト に 迎 え、 
「仕 事 と は」 「働 く と は」 「働 く 喜 び と は」 に つ い て 考 え 学 ぶ イ ン タ ビュー 形 式 の Web 番 
組 で す。 ゲ ス ト は 様々 な 職 業 で 活 躍 す る 若 い 世 代 か ら、 人 生 二 周 目 に 社 会 の 課 題 解 決 へ 挑 
戦 す る ア ク ティ ブ シ ニ ア ま で、 目 の 前 の 課 題 に 全 力 で 挑 戦 す る エ キ ス パー ト で す。  
  令 和 2 年 度 最 初 の エ キ ス パー ト は、 第 51 回 の ゲ ス ト 鎌 田 修 広 さ ん よ り 推 薦 を い た だ き、 
昭 和 39 年 （ 1964 年） の 東 京 オ リ ン ピッ ク に カ ヌー 選 手 と し て 出 場、 そ の 後 自 衛 隊、 消 防 で 
の 体 育 教 官 を 経 て、 現 在 は カ ヌー 教 室 で 子 ど も た ち へ の 指 導 を 行っ て い る 本 田 大 三 郎 さ ん 
を ゲ ス ト に お 招 き し ま す。 東 京 2020 大 会 直 前 に 本 田 さ ん か ら お 話 を 伺 う 貴 重 な 機 会 で す。  
 
・ 令 和 2 年 6 月 3 日 （水） 開 催    
 
  

 
 12    
  
 

http://www.kk2.ne.jp/program/p1-1.html


 

（１） 産 学 官 連 携 事 業 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 推 進  

   KK 2  は 「教 育 の 質」 の 向 上 を 目 指 し 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 を 推 進 し て い ま す。 教 育 の 場 
で 得 ら れ た デー タ を 評 価 し、 双 方 向 （ Two  Way ） を 実 現 し、 講 師 支 援 を 行 う こ と で 教 授 力  
を 向 上 し 「教 育 の 質」 の 向 上 を 実 現 し ま す。  
 

ー １ 「教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会」 開 催  
  「教 育 の デ ジ タ ル 化」 を テー マ に、 様々 な 視 点 
か ら 「教 育 の 質」 の 向 上 を 実 現 す る た め の 検 討 を 
行 う 研 究 会 で す。 令 和 元 年 度 よ り 定 期 的 に 開 催 
（７ 回） し、 KK² デ ジ タ ル プ レ ゼ ン テー ショ ン プ 
ラッ ト フォー ム （ DPP ） （後 述  -2  参 照） の 活 用 を    
主 と し て、 実 践 事 例 の 共 有 な ど 議 論 を 深 め て い ま 
す。 知 財 教 育 や 情 報 教 育、 大 学 教 育、 福 祉 分 野 な 
ど 様々 な 教 育 の 場、 情 報 共 有 の 場 で の 活 用 へ の 試 
み が は じ まっ て い ま す。  
  令 和 2 年 度 も 定 期 的 に 研 究 会 を 開 催 し、 多 様 な 分 
野 で の 実 践 事 例 を 広 げ て い き ま す。  
 

主 な 「教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会」 構 成 メ ン バー （順 不 同・ 敬 称 略）  

※ ラ イ ブ 配 信 で 遠 隔 地 の 方 に も ご 参 加 い た だ い て い ま す。  

座 長   永 岡   慶 三   AVCC 理 事・ 早 稲 田 大 学  名 誉 教 授、 メ ディ ア 教 育 開 発 セ ン  
ター   名 誉 教 授  

メ ン バー   伊 庭 野 基 明  
伊 藤   健 二  
 
加 藤 木 綿 美  
田 中   純 一 
秋 田   義 一 
横 谷   和 沙 
大 西   周  
須 貝 賀 津 雄  
黒 瀬   泰 之  
渡 辺   保  
津 田   伸 介 
垣 内   啓 江  
 
山 口   久 美  
 
豊 岡   俊 彦  

KK² グ ロー バ ル キャ リ ア カ ウ ン セ ラー  
KK² 産 学 官 連 携 主 席 研 究 員 / 明 治 学 院 大 学   特 別 学 長 補 佐・ 戦 
略 担 当  
二 松 学 舎 大 学    国 際 政 治 経 済 学 部  
AVCC 理 事 / 一 般 社 団 法 人 ビ ル 減 災 研 究 所 代 表 理 事・ 所 長  
社 団 法 人 話 力 総 合 研 究 所   理 事 長  
社 団 法 人 話 力 総 合 研 究 所   理 事  
情 報 処 理 安 全 確 保 支 援 士  
コ ス モ シ ス テ ム 株 式 会 社  
そ ら お と 国 際 特 許 事 務 所   代 表 弁 理 士  
社 会 福 祉 法 人 ス マ イ リ ン グ・ パー ク （宮 崎）  
防 災 及 び シ ス テ ム コ ン サ ル タ ン ト  
株 式 会 社 ケ イ・ シー・ ブ ラ イ ト ン 代 表 /KK² キャ リ ア 相 談 室 カ 
ウ ン セ ラー  
有 限 会 社 SNOW  DREAM  取 締 役、 NPO 法 人 ふ わ り・ ケ ア コ ン    
サ ル タ ン ト （長 野）  
株 式 会 社 ルー ト・ ア ン ド・ パー ト ナー ズ / 元   財 務 省  

事 務 局 ︓ 株 式 会 社 メ ディ ア リ ン グ  ネッ ト ワー ク サー ビ ス 1 部  相 吉  透  /  浦 田  智 宏  /  福 島  英                  
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ー ２   KK 2  デ ジ タ ル プ レ ゼ ン テー ショ ン プ ラッ ト フォー ム （ DPP ）  
～ 教 育 の デ ジ タ ル 化 支 援 ツー ル 開 発・ 提 供 ～  
 
  KK 2  の プ ロ グ ラ ム は、 KK 2  デ ジ タ ル プ レ ゼ ン テー ショ ン プ ラッ ト フォー ム （ DPP ） に よ り 
「リ ア ル 研 修 ／ 集 合 学 習」 「ラ イ ブ 学 習」 「オ ン デ マ ン ド 学 習」 の 三 つ の 学 習 形 態 で、 ア 
ナ ラ イ ザ  ※1  （ Response  Analyzer ） を 活 か し た 対 話 型 （ Two  Way ︓ 双 方 向 性） の 学 び を 昨    
年 4 月 よ り 提 供 し て お り ま す。  
 
主 な ア ナ ラ イ ザ を 使っ た 学 習 で は、  
・ 講 師 か ら の 設 問 に 対 す る 学 習 者 の 回 答 を 集 計 （リ ア ル タ イ ム 分 析 表 示） し 表 示 で き る  
・ 学 習 者 は い つ で も 講 師 へ 質 問 で き る  
・ テ ス ト・ ア ン ケー ト を リ ア ル タ イ ム に 集 計 で き る  
・ プ ロ グ ラ ム に 対 す る 評 価 （ ☆☆☆☆☆ と レ ビュー） が で き る  
・ ポー ト フォ リ オ を 記 録 す る 「マ イ ペー ジ」 機 能 が あ る  
な ど の 機 能 を 提 供 し て い ま し た。  
 
  今 年 度 は、 更 に 学 習 者 を イ ン ス パ イ ア す る プ レ ゼ ン テー ショ ン シ ス テ ム を 実 現 す る た 
め、 下 記 の 機 能 を 提 供 し て い き ま す。  
 
・ 「オ ン デ マ ン ド 学 習」 に お い て、 Two  Way （双 方 向 性） 学 習 機 能 を 持っ た イ ン タ ラ ク    
  ティ ブ 教 材  ※2  を 利 用 し、 学 習 者 は 単 に 動 画 を 視 聴 す る だ け で は な く、 動 画 に 連 動 し た 設 
  問 に 回 答 を 行 う 機 能  
・ 設 問 の 回 答 に 合 わ せ、 こ れ ま で に 受 講 し た 学 習 者 の 回 答 結 果 を 集 計 し 表 示 す る 機 能  
・ 動 画 視 聴 中 に 講 師 に 質 問  ※3  で き る 機 能  
・ 「リ ア ル 研 修 ／ 集 合 学 習」 「ラ イ ブ 学 習」 に お い て、 「オ ン デ マ ン ド 学 習」 で 使 用 し て 
  い る 動 画 （イ ン タ ラ ク ティ ブ 教 材） も 利 用 で き る 機 能  
・ 三 つ の 学 習 形 態 全 て に お い て、 講 師 が 学 習 者 の 回 答 に 対 し て コ メ ン ト を 返 す 機 能  ※ ４  
 
  ま た、 昨 年 度 は 「教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会」 に お い て、 実 際 の 活 用 事 例 を 評 価 し、 改 善 
し て ま い り ま し た。 本 年 度 も 引 き 続 き プ ラ シュ アッ プ し て い く と と も に、 サー ビ ス の 有 料 
化 を 目 指 し て 整 備 を 進 め て ま い り ま す。  
  な お、 KK 2  デ ジ タ ル プ レ ゼ ン テー ショ ン プ ラッ ト フォー ム （ DPP ） は、 協 力 会 社 で あ る 
株 式 会 社 メ ディ ア リ ン ク に よ り、 特 許 番 号 ︓ 第 6507328 号、  第 6582262 号  を 取 得 し て い ま    
す。  
 
※1  ア ナ ラ イ ザ （ Response   Analyzer ） は、 講 師・ 全 学 習 者 を 繋 ぐ プ ラッ ト フォー ム で す。  
  デー タ 収 集 と 分 析 に よ り 「教 授 力」 を バー ジョ ン アッ プ し、 プ ロ グ ラ ム 評 価 を 手 軽 に 行 
  う こ と が で き ま す。  
※2  設 問 の 回 答 を 必 要 と す る Two  Way （双 方 向 性） 学 習 機 能 に 特 化 し た 動 画 を 指 し ま す。 先  
  ず は マ ネー リ テ ラ シー （ Money   literacy ） シ リー ズ の 講 座 を 用 意 す る 予 定 で す。  
※ ３  「オ ン デ マ ン ド 学 習」 で 講 師 に 質 問 を す る 場 合、 講 師 か ら の 回 答 は リ ア ル タ イ ム で は あ 
  り ま せ ん。  
※4  講 師 の コ メ ン ト 機 能 は、 全 て の 学 習 形 態 で 記 述 式 設 問、 記 述 式 ア ン ケー ト、 講 師 へ の 質 
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  問 に 対 し て 講 師 の コ メ ン ト を 返 す こ と が 可 能 で す。  
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ー ３   KK 2  イ ン タ ラ ク ティ ブ ディ ス カッ ショ ン プ ラッ ト フォー ム （ IDP ）  
～ 会 議 の デ ジ タ ル 化 支 援 ツー ル 開 発・ 提 供 ～  
  時 代 や テ ク ノ ロ ジー の 進 化 に 合 わ せ て ビ ジ ネ ス や 組 織 に お け る 会 議 や 打 合 せ は テ レ ビ 会 
議、 WEB 会 議 へ と 変 化 し、 会 議 資 料 も ペー パー レ ス 化 が 進 ん で い ま す。  
  し か し、 会 議 の 中 身 に つ い て は、 何 を 決 め る 会 議 な の か 分 か ら な い、 特 定 の 人 だ け が 話 
し 一 言 も 話 さ な い 参 加 者 が い る、 結 論 が 出 な い ま ま 議 論 だ け が 延々 と 続 く、 話 題 が 脱 線 し 
て も 軌 道 修 正 が な さ れ な い な ど、 ま だ ま だ 以 前 と 変 わ ら な い 状 況 が 多々 目 に つ き ま す。  
  こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め、 新 た に KK 2  イ ン タ ラ ク ティ ブ ディ ス カッ ショ ン プ ラッ 
ト フォー ム （ IDP ） を 開 発 し、 「全 員 参 加 型 の 真 に 効 果 的 な 会 議 運 営」 を 支 援 し ま す。  
 
KK 2  イ ン タ ラ ク ティ ブ ディ ス カッ ショ ン プ ラッ ト フォー ム （ IDP ） の イ メー ジ  

 
 
 ・ 会 議 の ファ シ リ テー ター （司 会 進 行） 及 び 会 議 の 議 題 （テー マ） を 設 定 し ま す。  
 ・ 会 議 資 料 を 事 前 に アッ プ ロー ド し、 会 議 参 加 者 は 予 め 会 議 の 議 題 と 会 議 資 料 を 確 認 し 
    ま す。  
 ・ ま た、 会 議 の 際 に 確 認 す る 事 項 や 設 問 を 予 め 作 成 す る こ と が で き ま す。  
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 ・ 会 議 中 参 加 者 は IDP 画 面 上 で リ ア ル タ イ ム に 共 通 の 資 料 を 確 認 す る こ と が で き ま す。  
 ・ 設 問 に 対 し 回 答 し た り、 チャッ ト 機 能 で 参 加 者 同 士 で メッ セー ジ の や り 取 り す る こ   
    と が で き ま す。  
 ・ 参 加 者 は 任 意 の タ イ ミ ン グ で 挙 手 動 作 を 行 い、 質 問 意 思 を 表 明 す る こ と が で き ま す。  
 ・ 会 議 資 料 は も ち ろ ん、 チャッ ト 機 能 で の や り と り、 設 問 内 容・ 回 答 内 容 は 議 事 メ モ と 
    と し て 保 存 さ れ ま す。  
 
～ 開 発 ス ケ ジュー ル 案 ～  
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－ ４   協 賛 メ ン バー 様 専 用 ペー ジ の 提 供 （協 賛 メ ン バー ペー ジ）  

   KK 2 Web  サ イ ト に ロ グ イ ン し た 時 の メー ル ア ド レ ス の ド メ イ ン 名 （ @ 以 下） を 認 識 し、 
協 賛 メ ン バー 様 の 組 織 名 称 等 を 表 示 す る 専 用 ペー ジ サー ビ ス を ご 提 供 し ま す。  KK 2  プ ロ グ 
ラ ム の 中 か ら 特 に 学 ん で い た だ き た い プ ロ グ ラ ム を ピッ ク アッ プ し て 表 示 し た り、 協 賛 メ 
ン バー 様 の オ リ ジ ナ ル の 動 画 教 材 も 登 録 が 可 能 で す。 前 述 の  KK 2  デ ジ タ ル プ レ ゼ ン テー 
ショ ン プ ラッ ト フォー ム も ご 利 用 い た だ け ま す。  
  ユー ザー 様 の 管 理 画 面 を 用 意 し、 専 用 ペー ジ の 編 集・ 学 習 者 管 理・ 学 習 履 歴 の 閲 覧 が で 
き ま す。 組 織 と し て  KK 2  プ ロ グ ラ ム を 活 か し た 自 己 学 習 環 境 を 従 業 員 に 提 供 し、 学 び た い 
従 業 員 が 自 主 的 に 会 員 登 録 し 自 己 学 習 を 進 め る こ と が で き ま す。  
   令 和 2 年 度、 引 き 続 き 協 賛 メ ン バー へ の PR を 進 め て ま い り ま す。  
 

－ ５   KK 2    ラー ニ ン グ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （ LMS ） の 提 供    

   人 材 育 成 の 必 要 性・ 重 要 性 を 否 定 す る 人 は い ま せ ん が、 企 業 規 模 が 小 さ い 中 小 零 細 
企 業 ほ ど 学 習 機 会 に 乏 し く、 学 び の 格 差 が 広 がっ て い ま す。 人 材 育 成 を 実 施 す る 上 で 
は 「業 務 が 多 忙 で、 育 成 の 時 間 的 余 裕 が な い」 「上 長 等 の 育 成 能 力 や 指 導 意 識 が 不 足 
し て い る」 「人 材 育 成 が 計 画 的・ 体 系 的 に 行 わ れ て い な い」 等 が 大 き な 課 題 と なっ て 
い ま す。  
  KK² ラー ニ ン グ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム は、 「リ ア ル 研 修 （ KK²or セ ミ ナー 会 場）」 
「ラ イ ブ 学 習」 「オ ン デ マ ン ド 学 習」 で 学 習 機 会 を 増 や し、 「自 分 で 自 分 を 育 て る」 
自 律 し た 人 材 を 育 む こ と を 目 的 と し て い ま す。 KK² で 開 発 し 公 開 し て い る、 社 会 や 組 織 
で 活 躍 す る た め に 必 要 な 「し ご と 力」 を 学 べ る 動 画 プ ロ グ ラ ム を 教 材 と し て 活 用 で き 
る プ ラッ ト フォー ム で す （協 賛 メ ン バー 様 限 定）。  
  令 和 2 年 度 も、 既 存 ユー ザー 様 の 引 き 続 き の 運 用 と、 新 規 ユー ザー へ の PR を 進 め て 
い き ま す。  
 

－ ６   介 護 人 材 の 教 育 訓 練 に 資 す る 自 己 学 習 環 境 の 創 出  

   AVCC と 相 互 協 力 協 定 を 締 結 す る 社 会 福 祉 法 人 ス マ イ リ ン グ・ パー ク 様 と の コ ラ ボ 
レー ショ ン で、 介 護 人 材 の 教 育 訓 練 に 資 す る 自 己 学 習 環 境 を 創 出 す る 取 組 を は じ め て 
い ま す。 一 般 的 に 「業 務 が 多 忙 で、 育 成 の 時 間 的 余 裕 が な い」 と い う 経 営 者 が 多 い 中 
で、 ス マ イ リ ン グ・ パー ク 様 で は 日 本 語 を 母 国 語 と し な い ス タッ フ も 含 め、 介 護 に 関 
す る 「し ご と 力」 を 高 め、 「働 く 人 の 幸 福 度」 を 追 求 し 笑 顔 いっ ぱ い の 職 場 を 目 指 し 
て お ら れ ま す。 KK² ラー ニ ン グ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を ご 活 用 い た だ き、 学 び の デ ジ タ 
ル 化 に よ る 自 己 学 習 環 境 を 提 供 で き る よ う 調 整 を 進 め て い ま す。  
  昨 年 度 は、 ス マ イ リ ン グ パー ク 様 に DPP を 教 育 研 修 や、 会 議 運 営 に 活 用 を し て い た 
だ い て お り、 随 時 「教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会」 へ 共 有 い た だ き、 改 善 を 図 る た め の ご 
協 力 を い た だ き ま し た。  
  令 和 2 年 度 は 引 き 続 き、 教 育 の デ ジ タ ル 化 に つ い て ご 協 力 い た だ き、 KK² ラー ニ ン グ 
マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 活 用 に 向 け て 準 備 を 進 め て ま い り ま す。  
・ 社 会 福 祉 法 人 ス マ イ リ ン グ・ パー ク    https://smilehohoemi.com/  
・ 第 39 回 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ    
  社 会 福 祉 法 人 ス マ イ リ ン グ・ パー ク 理 事 長   山 田 一 久 さ ん      
   https://www.kk2.ne.jp/kk2/biz02/exp039.html/  
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－ ７   日 本 語 を 母 国 語 と し な い 方 向 け 自 己 学 習 プ ロ グ ラ ム 「し ご と の に ほ ん ご」 の 提 供  

   平 成 31 年 4 月 に 改 正 出 入 国 管 理 法 が 施 行 さ れ た こ と を 受 け て、 仕 事 を 求 め て 日 本 に 来 日 
さ れ る、 日 本 語 を 母 国 語 と し な い 方々 に、 私 た ち に は 「労 働 力」 の み を 求 め る だ け で は な 
く、 「生 活 者」 と し て 日 本 社 会 に 受 け 入 れ る 環 境 整 備 が 求 め ら れ て い ま す。  
  職 場 や 日 常 生 活 で 最 低 限 必 要 な 日 本 語 を 見 て、 聞 い て、 ま る ご と 覚 え る  「し ご と の に ほ 
ん ご」  （ 24 ス テッ プ） は AVCC が 開 発 し た オ リ ジ ナ ル プ ロ グ ラ ム で す。  
  昨 年 度 は、 ス マ ホ で 学 ぶ こ と が で き る KK² ラー ニ ン グ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム と し て 提 供 
す る た め に、 英 語 テ ロッ プ へ の 対 応 を 行 い ま し た。  
  令 和 2 年 度 は、 KK² ラー ニ ン グ マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム と し て サー ビ ス 提 供 で き る よ う 準 備 
を 進 め ま す。 ID と し て 学 習 者 の メー ル ア ド レ ス を 事 前 登 録 し、 利 用 料 は 登 録 者 数 に 応 じ て 
事 業 主 が 負 担 で き る よ う 手 ご ろ な 利 用 料 を 予 定 し て い ま す。  
 

「し ご と の に ほ ん ご   （全 24 ス テッ プ）」  
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（２） AI 社 会 を 生 き る 力 を 考 え る  
  「働 き 方」 「教 育」 「生 活」 「医 療・ 介 護」 と いっ た あ ら ゆ る 分 野 で デ ジ タ ル 化 が 進 み 
AI 社 会 が 進 展 し て い く こ と が 予 想 さ れ ま す。 昨 年 度 よ り、 AI 社 会 の 抱 え る リ ス ク、 AI 社 会 
に 求 め ら れ る 個 人 の 自 律、 AI 社 会 に 求 め ら れ る 組 織 の 行 動 規 範 等 に つ い て 考 え る 「 AI 社 会 
を 生 き る 力 を 考 え る」 を 新 た に テー マ に 設 定 し ま し た。 令 和 2 年 度 も 引 き 続 き 本 テー マ で 
プ ロ グ ラ ム を 企 画、 実 施 し ま す。  
 

－ １   デ ジ タ ル 公 民 館 活 動  

   KK²  で は、 地 域 に お け る デ ジ タ ル デ バ イ ド を 解 消 し、 地 域 の 魅 力 を 発 信 す る サ ポー ト を 
行っ て い ま す。 対 面 に よ る 人 と 人 の 交 流 と デ ジ タ ル ツー ル の 活 用 を ミッ ク ス し て、 地 域 住 
民 の み な さ ん の 活 動 の 活 性 化 の お 手 伝 い、 デ ジ タ ル 化 の サ ポー ト を 行っ て い ま す。  
 

 
 
①    「デ ジ タ ル 公 民 館 け せ ん ／ まっ さ き」 活 動    

～  気 仙 と KK² の コ ミュ ニ ティ 活 動 の 交 流 ～ （岩 手 県 大 船 渡 市 / 陸 前 高 田 市）  

「デ ジ タ ル 公 民 館 まっ さ き」 活 動 は、 平 成 23 
年 （ 2011 年） 東 日 本 大 震 災 で 大 き な 被 害 を 被っ 
た 岩 手 県 気 仙 地 方、 大 船 渡 市 末 崎 （まっ さ き） 
地 区 を 中 心 に 継 続 的 に 訪 問 し、 地 域 住 民 の 方々 
と 都 会 か ら 出 向 い た 参 加 者 が 共 に 進 め て き ま し 
た。  

昨 年 度 は、 岩 手 県 「令 和 元 年 度 被 災 者 の 参 画 
に よ る 心 の 復 興 事 業」 に 応 募・ 採 択 さ れ、 「デ 
ジ タ ル 公 民 館 け せ ん ～ け せ ん の 魅 力 を 世 界 へ 
～」 を テー マ に、 そ の 要 件 で あ る 複 数 自 治 体 と の 連 携 及 び 気 仙 地 域 内 に お け る 活 動 範 囲 の 
促 進 に 対 応 し た 取 り 組 み を 行 い ま し た。  
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１   成 果  
（１） 複 数 自 治 体 と の 連 携  
  こ の 活 動 を 通 し て、 大 船 渡 市 と 陸 前 高 田 市 の 複 数 の 組 織 の ご 協 力 を い た だ く こ と が で き 
ま し た。 連 携・ ご 協 力 頂 い た 組 織 は 下 の 表 の 通 り で す。  
 
（２） 気 仙 地 域 内 に お け る 活 動 範 囲 拡 大 の 促 進  
  大 船 渡 市 末 崎 地 区 公 民 で 活 動 を 始 め た 「Ｐ Ｃ・ ネッ ト よ ろ ず 相 談」 は、 既 に 末 崎 地 区 の 
皆 さ ん の 主 催 に よ る 地 域 活 動 「Ｐ Ｃ・ ス マ ホ 教 室」 と し て 定 着 し て い ま す。 デ ジ タ ル 公 民 
館 け せ ん で は こ の 運 営 の お 手 伝 い を 基 本 と し て 様々 な 地 域 活 動 に 取 り 組 ん で お ら れ る 皆 さ 
ん の IT 面 を 中 心 と し た お 手 伝 い を し て ま い り ま し た。 そ の 結 果、 下 の 表 の 通 り 末 崎 町 内 の 
他、 大 船 渡 市 及 び 陸 前 高 市 と 活 動 に ご 賛 同 い た だ け る 方々 が 広 がっ て い ま す。  
 

複 数 の 自 治 体 と の 連 携   気 仙 地 域 内 に お け る 拡 大  

１   大 船 渡 市  
      大 船 渡 市 立 末 崎 小 学 校  
      末 崎 町 地 区 公 民 館  
      西 舘 公 民 館  
      船 河 原 公 民 館  
      蛸 の 浦 公 民 館  
      大 船 渡 市 市 民 活 動 支 援 セ ン ター  
２   陸 前 高 田 市  
      地 域 振 興 部 観 光 交 流 課  
      気 仙 大 工 左 官 伝 承 館  
      長 洞 公 民 館      
３   岩 手 県  
      沿 岸 広 域 振 興 局  

１   大 船 渡 市  
      末 崎 町  
        PC ・ ス マ ホ 教 室  
          末 崎 町、 立 根 町、  
          矢 作 町 （陸 前 高 田 市）  
        竹 と ん ぼ 教 室  
        碁 石 地 区 復 興 ま ち づ く り 協 議 会  
        浜 の 停 車 場 碁 石  
        ハ ネ ウェ ル 居 場 所 ハ ウ ス  
        田 ノ 頭 オ レ ン ジ カ フェ  
        碁 石 吟 詠 会  
２   陸 前 高 田 市  
      広 田 町  
        一 般 社 団 法 人 長 洞 元 気 村      
        特 定 非 営 利 活 動 法 人 Ｓ Ｅ Ｔ  
        広 田 湾 漁 業 協 同 組 合  
      小 友 町  
        気 仙 大 工 左 官 伝 承 館  
        特 定 非 営 利 活 動 法 人 陸 前 た が だ 八 
        起 プ ロ ジェ ク ト          

 
 
２   令 和 ２ 年 度 デ ジ タ ル 公 民 館 活 動 事 業 計 画  
（１） 方 針  
・ 令 和 ２ 年 度 も 本 活 動 を 継 続 し ま す。  
・ 現 地 訪 問 を 以 下 の 行 事 に 合 わ せ て 年 ５ 回 実 施 予 定 で す。  
・ 二 日 の 日 程 で PC ・ ス マ ホ 教 室 運 営 支 援 活 動 と 地 域 活 動 運 営 支 援 を 行 い ま す。  
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（２） 事 業 計 画  

実 施 月   活 動   備 考  

５ 月   子 ど も ま つ り   居 場 所 ハ ウ ス 等 で 行 わ れ る 地 域 の 催 事  

８ 月   夏 休 み 親 子 も の づ く り 教 室   竹 と ん ぼ リー ダ が 行 う 教 室  

10 月   末 崎 町 民 文 化 祭   末 崎 町 地 区 公 民 館 が 主 催 す る 町 内 行 事  

12 月   ミ ニ 門 松 づ く り 教 室   竹 と ん ぼ リー ダ が 行 う 教 室  

３ 月   大 船 渡 市 市 民 活 動 ま つ り   市 民 活 動 支 援 セ ン ター が 行 う 催 事  

 
（３） 検 討 課 題  
  デ ジ タ ル 公 民 館 活 動 は、 地 域 内 交 流 の 場 を 創 出 し、 将 来 へ 向 け た 発 展 性 に 繋 が る も の で 
あ る こ と を 踏 ま え る と、 今 後 も 地 域 公 民 館 等 と 連 携 し た コ ミュ ニ ティ 形 成 の 支 援 を 行 う 役 
割 を 担 う も の で、 や ね だ ん 同 様、 事 業 規 模 及 び 内 容 を 見 極 め な が ら 地 域 の 人 口 の 1 ％ の 方 
の 参 画 を 目 指 し た 継 続 的 な 取 り 組 み と し て 行 う 事 が 望 ま れ ま す。  
 
（４） 財 源 等  
  岩 手 県 又 は 大 船 渡 市 及 び 陸 前 高 田 市 に お い て 心 の 復 興 事 業 等 が 公 募 さ れ た 場 合 は、 事 業 
内 容 を 身 の 丈 に 合っ た も の に 見 直 し、 こ れ に 応 募 し ま す。 採 択 さ れ な かっ た 場 合 に は 自 主 
財 源 に て 運 用 し ま す。  

 
・ デ ジ タ ル 公 民 館 まっ さ き 活 動  
  Web サ イ ト    http://www.massaki.jp/  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 居 場 所 ハ ウ ス Web サ イ ト    https://ibasho-house.jimdo.com/  
・ 長 洞 元 気 村 Web サ イ ト      http://www.nagahoragenki.jp/  
・ デ ジ タ ル 公 民 館 け せ ん （ KK 2  サ イ ト）    https://www.kk2.ne.jp/kk2/biz01/p1-kesen.html  
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②   「デ ジ タ ル 公 民 館 や ね だ ん」 活 動 （鹿 児 島 県 鹿 屋 市 串 良 町 柳 谷 集 落）  
～ 行 政 に 頼 ら な い 「む ら」 お こ し を 応 援 ～  
 
  「や ね だ ん」 は 鹿 児 島 県 大 隅 半 島 の ほ ぼ 中 央 に 
位 置 し、 120  世 帯 お よ そ  300  人 が 共 存 す る、 高 齢      
化 が 進 む 典 型 的 な 中 山 間 地 域 の 集 落 で す。 「や ね 
だ ん」 で は 住 民 が 協 働 し て 土 着 菌 堆 肥 を 作 り、 休 
遊 農 地 で サ ツ マ イ モ や 唐 辛 子 を 栽 培 し、 家 畜 排 せ 
つ 物 の 消 臭 に も 活 用 し て い ま す。 こ れ ら の 販 売 に 
よ り 集 落 と し て の 自 主 財 源 を 確 保 し、 住 民 の 福 祉 
向 上 な ど に 役 立 て て い ま す。  
  KK² は、 こ の 「自 律 し た 地 域 作 り」 を 「地 域 再 
生」 「コ ミュ ニ ティ・ ビ ジ ネ ス」 の Good  Practice    
と し て 発 信 す る た め  Web  サ イ ト の 運 営 を 行っ て い ま す。 ま た 「や ね だ ん」 が 主 催 す る 全 国    
の 自 治 体 職 員、 福 祉 介 護 職 員 が 中 心 と な り 参 加 す る 「故 郷 創 世 塾」 の 卒 塾 生 （約 1,000 名） 
の メー リ ン グ リ ス ト の 登 録、 管 理 業 務 も 平 成 30 （ 2018 ） 年 度 よ り 行っ て い ま す。 令 和 2 年 
度 も 引 き 続 き 行っ て ま い り ま す。  
  昨 年 度、 公 民 館 に Wi-fi 環 境 を 整 備 し ま し た。 令 和 2 年 度 は、 ラ イ ブ 配 信 や DPP を 活 用 し た 
情 報 発 信 や 学 び の 場 を 広 げ て ま い り ま す。  
 

・ や ね だ ん Web   サ イ ト    http://www.yanedan.com/  
・ 第 17 回 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ   豊 重 哲 郎 さ ん      
   https://www.kk2.ne.jp/kk2/biz02/exp017.html/  
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－ ２   千 代 田 区 霞 が 関 三 丁 目   地 域 活 動  
   KK²  の 地 元 「千 代 田 区 霞 が 関 三 丁 目」 は、 住 民 は ほ と ん ど い ま せ ん が、 昼 間 人 口 は 2 万 人 
を 超 え る 街 で す。 「デ ジ タ ル 公 民 館」 で あ る  KK²  は、 ネッ ト を 介 し た 遠 隔 地 だ け で は な 
く、 地 元 の 地 域 活 動 も 応 援 し て い ま す。 有 事 に は、 向 こ う 三 軒 両 隣 で す。 顔 見 知 り を 広 げ 
る 活 動 を 進 め て い き ま す。  
 
①   大 規 模 災 害 時 に お け る 帰 宅 困 難 者 等 受 入 に 関 す る 協 定 締 結 （千 代 田 区）  

   平 成 27 年 （ 2015 年） 2 月、 千 代 田 区 と 「大 規 模 災 害 時 に お け る 帰 宅 困 難 者 等 受 入 に 関 す  
る 協 定」 を 締 結、 東 日 本 大 震 災 発 災 時 に KK² が 独 自 に 帰 宅 困 難 者 受 入 を 行っ た 経 験 を 活 か  
し、 震 災、 水 災 等 の 災 害 に よ り、 被 災 し た 千 代 田 区 内 の 帰 宅 困 難 者 等 を 一 時 的 に 「エ キ ス  
パー ト 倶 楽 部」 と 「ス タ ジ オ」 に 受 入 協 力 を 行 い ま す。  
 
帰 宅 困 難 者 等 受 入 に あ たっ て は、 現 在 以 下 の 環 境 を 整 え て い ま す。  
 ・ 千 代 田 区 災 害 対 策 危 機 管 理 課 と の 専 用 防 災 無 線  
 ・ 3 日 分 の 水 食 料、 毛 布、 携 帯 ト イ レ な ど の 備 蓄 品  
 ・ 災 害 時 特 設 公 衆 電 話 （ 4 回 線）  
 ・ 大 型 ディ ス プ レ イ か ら の 災 害 情 報 番 組 の 放 送 （最 新 の 交 通 情 報、 被 害 情 報 な ど）  
 ・ Ｗ ｉ - Ｆ ｉ 回 線 の 開 放 及 び パ ソ コ ン の 無 料 貸 出  
 ・ ス マ ホ や 携 帯 電 話 の 充 電 対 応     な ど  
 
  昨 年 度 は、 AVCC の BCP/BCM の 取 組 の 一 環 と し て、 災 害 時 の 行 動 チェッ ク リ ス ト、 非 常  
時 体 制 表、 課 題 管 理 表 の 見 直 し の 実 施 に 加 え、 千 代 田 区 の 防 災 無 線 訓 練 の 実 施 （月  
1 回）、 定 期 的 な マ ニュ ア ル の 整 備、 備 品 の 点 検・ 充 実 等 を 行っ て い ま す。 ま た、 KK² が 加  
入 す る 「霞 が 関 三 丁 目 町 会」 を 中 心 と し た 近 隣 施 設・ 企 業 と の 連 携 に つ い て も 継 続 的 に 進  
め て い き ま す。 令 和 2 年 度 も 引 き 続 き こ れ ら の 活 動 を 実 施 し て ま い り ま す。   
 
②    霞 が 関 三 丁 目 町 会・ 地 域 活 動  
  KK 2  は、 企 業 町 内 会 「霞 が 関 三 丁 目 町 会」 に 加 入 し て い ま す。 昨 年 度 は、 町 会 の 企 業・ 
組 織 の 従 業 員 の 方 た ち の 交 流 の 場 づ く り に 協 力 し、 「【霞 が 関 三 丁 目 町 会  限 定 プ ロ グ ラ  
ム】 初 心 者 の た め の ワ イ ン の 楽 し み 方  ～ 日 本 を 代 表 す る 生 産 者 の ワ イ ン 5 種 を 味 わ う ～」  
（令 和 元 年 11 月 開 催） を 開 催 し ま し た。 今 年 度 も 引 き 続 き、 町 会 メ ン バー の 交 流 の 場 や、 
地 域 防 災 の 意 識 を 高 め る プ ロ グ ラ ム を 年 2 回 （ 11 月、 2 月）、 企 画・ 開 催 予 定 で す。  
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（３） 個 人 の レ ジ リ エ ン ス を 学 ぶ  

  「変 化 に し な や か に 対 応 す る 力」 を  KK 2  で は 「レ ジ リ エ ン ス」 と よ ん で い ま す。 未 曽 有 
の 災 害 を は じ め、 こ れ ま で 人 類 が 遭 遇 し た こ と の な い 様々 な 課 題 を 抱 え る 現 在、 大 き な 変 
化 に 向 き 合 い、 周 り の 人々 と 協 力 し な が ら 課 題 を 解 決 し、 前 に 進 む こ と が で き る 力 が 一 人 
ひ と り に 求 め ら れ て い ま す。 令 和 2 年 度 も、  KK 2  で は レ ジ リ エ ン ス を 学 ぶ プ ロ グ ラ ム を 提 供 
し ま す。  
 

－ １   霞 が 関 坐 禅 会   ～   自 分 自 身 と 向 き 合っ て み よ う   ～  

  平 成 29 年 度 よ り ス ター ト し 昨 年 度 で 8 回 開 催 し 
ま し た。 初 心 者 の 方 を 対 象 と し た、 仕 事 帰 り に 気 
軽 に 参 加 で き る 坐 禅 会 と し て 人 気 の プ ロ グ ラ ム で 
す。 臨 済 宗 妙 心 寺 派   東 京 禅 セ ン ター 様 の ご 協 力 
を い た だ き、 講 師 を お 迎 え し、 日々 の 仕 事 や 暮 ら 
し に 役 立 つ 禅 の お 話 も 伺 い ま す。 坐 禅 の 後 の 交 流 
会 で は 講 師 と 参 加 者 で な ご や か に 交 流 を 楽 し ん で 
い た だ い て い ま す。 令 和 2 年 度 も、 年 ３ 回 の 開 催 
を 予 定 し て い ま す。  
 

・ 開 催 予 定 ︓ 6 月 24 日 （水）、 11 月 18 日 （水）、 令 和 3 年 2 月 10 日 （水）  
・ 協 力 ︓ 臨 済 宗 妙 心 寺 派   東 京 禅 セ ン ター  
 

－ ２   レ ジ リ エ ン ス を 学 ぶ プ ロ グ ラ ム     

  平 成 25 年 度 よ り KK 2  で は 「霞 が 関 防 災 キャ ン 
プ」 「心 と 体 の ス ト レッ チ」 「やっ て み よ う︕ 東 
京 防 災」 等 レ ジ リ エ ン ス を 学 ぶ プ ロ グ ラ ム を 開 催 
し て ま い り ま し た。 企 画 に ご 協 力 い た だ い て い る 
講 師 は、 過 酷 な 現 場 で 活 躍 す る 約 3 万 人 の 消 防 士 
の 方々 の 育 成 に 携 わっ て き た KK² ア ド バ イ ザ リー 
メ ン バー  鎌 田 修 広 さ ん （株 式 会 社 タ フ・ ジャ パ  
ン 代 表 取 締 役） で す。  
  平 成 30 年、 令 和 元 年 度 は、 ス ト レ ス 社 会 に お い て し な や か で 折 れ な い 「タ フ な 心」 の 育 
て 方 を 講 義 と 実 践 で 学 ぶ 「タ フ な 心 の 育 て 方」 を 開 催 し ま し た。 令 和 2 年 度 は、 チー ム 作 
り に 役 立 つ コ ミュ ニ ケー ショ ン の ヒ ン ト を 楽 し く 学 べ る 講 座 の 企 画 を 予 定 し て い ま す。 人 
と の コ ミュ ニ ケー ショ ン の きっ か け を つ か む の が 苦 手 な 方 も 多 い 中、 ちょっ と し た こ と で 
人 と 人 と が 打 ち 解 け る ヒ ン ト を 知 る こ と で、 日 常 で は 職 場 の 仲 間 た ち や 家 族 と の 関 係 性 を 
向 上 さ せ る こ と が で き ま す し、 災 害 時 に は 知 ら な い 人 た ち と 仲 間 に なっ て レ ジ リ エ ン ス 力 
を 発 揮 す る こ と が で き ま す。 何 よ り も、 私 た ち 一 人 ひ と り が 「生 き や す く」 な る こ と を 目 
指 し ま す。 令 和 2 年 度 も 年 3 回 の 開 催 を 予 定 し て い ま す。  
 
・ 開 催 予 定 ︓ 7 月 8 日 （水）、 10 月 28 日 （水）、 令 和 3 年 1 月 20 日 （水）    
・ 協 力 ︓ 鎌 田 修 広 さ ん （株 式 会 社 タ フ・ ジャ パ ン 代 表）  
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・ 第 51 回 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ  
  鎌 田 修 広 さ ん （株 式 会 社 タ フ・ ジャ パ ン   代 表 取 締 役 社 長）        
   https://www.kk2.ne.jp/kk2/biz03/exp051.html/  
 

－ ３    KK 2  キャ リ ア 相 談 室  

  KK 2  キャ リ ア 相 談 室 は 平 成 22 （ 2010 ） 年 に ス ター ト し、 平 成 23 （ 2011 ） 年 よ り 特 定 非 営 
利 活 動 法 人 日 本 キャ リ ア 開 発 協 会 （ JCDA ） と 提 携 を 開 始 し ま し た。 仕 事 は も ち ろ ん、 人 生 
全 体 を ラ イ フ キャ リ ア と し て と ら え、 幅 広 い 相 談 に 対 応 し て お り、 職 業 紹 介 を 行 わ な い、 
キャ リ ア 相 談 に 特 化 し た カ ウ ン セ リ ン グ が 特 徴 で す。  
  相 談 室 は、 毎 週 月 ～ 金 曜 日 （ 13 時 /14 時 /15 時 /16 時 /17 時 /18 時 /19 時 ︓ 7 枠） に 開 設 （事 
前 申 込 制）、 6 名 の 経 験 豊 か な キャ リ ア カ ウ ン セ ラー が 担 当 し て い ま す。  
  昨 年 度、 昼 間 の 時 間 帯 （ 13 時 /14 時 /15 時） の 受 付 を 試 験 的 に 行 い ま し た。 受 付 時 間 の 拡 
大 に よ り、 利 用 者 の 方 の 利 便 性 を 向 上 す る こ と を 目 的 と し て お り、 今 年 度 も 継 続 予 定 で 
す。 今 後、 よ り 多 く の 方 に 利 用 し て い た だ け る よ う、 Web 会 議 シ ス テ ム な ど を 使っ た オ ン 
ラ イ ン で の 相 談 も 引 き 続 き、 検 討 を 進 め て ま い り ま す。  

 
キャ リ ア 相 談 室   カ ウ ン セ ラー 紹 介  

 

・ 協 力 ︓ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 キャ リ ア 開 発 協 会 （ JCDA ）  
 

－ ４   「レ ジ リ エ ン ス を 学 ぶ プ ロ グ ラ ム」 コー ディ ネー ト 業 務  
   KK² で 開 催 し た 防 災 関 連 の プ ロ グ ラ ム の 経 験 を 活 か し、 平 成 26 年 度 よ り 企 業 か ら 依 頼 を 
受 け 防 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の コー ディ ネー ト 業 務 を 行っ て い ま す。 マ ニュ ア ル に 沿っ た 防 災 
訓 練 で は な く、 意 識 改 革 を 主 眼 と し た 体 感 型 訓 練 を 実 施 し、 有 事 に 自 分 の 頭 で 考 え 行 動 で 
き る、 ま た 人 と コ ミュ ニ ケー ショ ン を と り 行 動 で き る こ と を テー マ と し た 教 育 プ ロ グ ラ ム 
で す。 KK² ア ド バ イ ザ リー メ ン バー の 鎌 田 修 広 さ ん （株 式 会 社 タ フ・ ジャ パ ン   代 表 取 締 
役） に 講 師 と し て ご 協 力 い た だ い て お り ま す。 令 和 2 年 度 も 要 請 を 受 け て 実 施 予 定 で す。  
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－ ５   多 様 な 方 た ち の 働 く 場 「エ キ ス パー ト 倶 楽 部」 の カ フェ 運 営  

  平 成 30 年 度 よ り 社 会 福 祉 法 人 む そ う 様 に エ キ 
ス パー ト 倶 楽 部 の 一 般 営 業 （ラ ン チ・ カ フェ 業 
務 土 日 祝 日 を 除 く 11:30 ～ 15:00 ） の 運 用 を 行っ 
て い た だ き、 働 く 拠 点 の 一 つ と し て 活 用 し て い 
た だ い て い ま す。  
  む そ う 様 は、 愛 知 県 半 田 市 に 本 部 を お き、 家 
族 が い な く なっ て も 障 が い の あ る 方 が 「自 分 ら 
し い 暮 ら し を、 暮 ら し た い 地 域 で 継 続 で き る」 
こ と を め ざ し て、 「誰 も が 生 き や す い 社 会 を つ 
く り た い」 を モッ トー に 平 成 11 （ 1999 ） 年 よ り 活 動 を 開 始 し ま し た。 「育 む」 「働 く」 
「住 む」 「経 験 す る」 と い う ４ つ の 基 本 的 な 支 援 を 行っ て い ま す。  
  AVCC と 相 互 協 定 を 締 結 し て お り、 令 和 2 年 度 は さ ら に 障 害 の あ る 方 が 生 き 生 き と 活 躍 で 
き る 場 と し て 活 用 い た だ け る よ う 協 力 し て ま い り ま す。  
 
・ 社 会 福 祉 法 人 む そ う Web サ イ ト    http://musou.or.jp/  
・ 第 53 回 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ  
  NPO 法 人 ふ わ り・ 社 会 福 祉 法 人 む そ う   理 事 長   戸 枝   陽 基 さ ん  
   https://www.kk2.ne.jp/kk2/biz03/exp053.html/  
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（４） 組 織・ 地 域 を 担 う し ご と 力 を 学 ぶ  
  KK 2  で は、 「社 会 で 活 躍 す る た め に 必 要 な 力」 を 「し ご と 力」 と よ ん で い ま す。 学 校 で 
学 ぶ Knowledge （知 識）、 Skill （技 能） だ け で な く、 Feel （人 間 関 係 力）、 Think （問 題 解 
決 力）、 Act （行 動 力） と いっ た、 人 間 の 行 動 特 性 （コ ン ピ テ ン シー） も 含 ん で い ま す。 長 
寿 社 会、 生 涯 現 役 時 代 に お い て、 主 に 組 織 で 活 躍 す る 世 代 （ア ソ シ エ イ ト / リー ダー 層）、 
ま た 組 織 を 離 れ て 地 域 や 新 た な 場 で 役 割 を 担 う 世 代 （シ ニ ア 層） に とっ て、 必 要 な 「し ご 
と 力」 を 学 ぶ 場 を 提 供 し ま す。  
 

－ １   社 会 で 活 躍 す る 人 の し ご と 力 を 学 ぶ 「 エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ 」  

  「エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ」 は、 様々 な 分 野 で 
活 躍 す る エ キ ス パー ト を ゲ ス ト に 迎 え、 「仕 事 と 
は」 「働 く と は」 「働 く 喜 び と は」 に つ い て 考 え 
学 ぶ イ ン タ ビュー 形 式 の Web 番 組 で す。 ゲ ス ト は 
様々 な 職 業 で 活 躍 す る 若 い 世 代 か ら、 人 生 二 周 目 
に 社 会 の 課 題 解 決 へ 挑 戦 す る ア ク ティ ブ シ ニ ア ま 
で、 目 の 前 の 課 題 に 全 力 で 挑 戦 す る エ キ ス パー ト 
で す。  
  様々 な 職 業 の エ キ ス パー ト を ラ イ ブ ラ リ 化 す る 
こ と で、 「ア ソ シ エ イ ト」 「リー ダー」 「シ ニ ア」 各 年 代 の 方々 が、 様々 な エ キ ス パー ト 
達 の し ご と 力、 コ ン ピ テ ン シー に つ い て 学 び、 自 分 の 「ロー ル・ モ デ ル」 を 見 つ け る こ と 
を 目 的 と し て い ま す。 令 和 元 年 度 ま で で 54 名 の エ キ ス パー ト を ご 紹 介 し て い ま す。  
  企 業 や 団 体・ 組 織 で 活 躍 す る 若 い 世 代 の エ キ ス パー ト を ご 紹 介 す る 場 合、 採 用 活 動 の 一 
環 と し て 活 用 さ れ、 KK 2  会 場 は も ち ろ ん、 遠 隔 地 か ら も ラ イ ブ 配 信 で 参 加 で き る 場 と なっ 
て い ま す。 一 般 の 企 業 説 明 会 と は 異 な り、 実 際 に 仕 事 を し て い る エ キ ス パー ト か ら、 仕 事 
の 内 容 や、 思 い な ど を 直 接 話 を 聞 く こ と が で き る 貴 重 な 場 で あ る と 学 生 の み な さ ん か ら、 
評 価 い た だ い て お り ま す。 一 方 で 組 織 側 も 求 め る 人 材 像 を 学 生 達 に 直 接 伝 え ら れ る こ と が 
で き る 場、 ま た 学 生 と の 交 流 も で き る 貴 重 な 場 で あ り、 オ ン デ マ ン ド 映 像 を 企 業 説 明 会 な 
ど で 活 用 で き る な ど、 様々 な メ リッ ト を 採 用 担 当 の 方 に 感 じ て い た だ い て お り ま す。  
  令 和 2 年 度 も 様々 な 分 野 の エ キ ス パー ト を ４ 回 開 催 予 定 で す。 （０） で 記 載 の 通 り、 本 
田 大 三 郎 さ ん を ゲ ス ト に お 招 き し ま す。 ま た、 毎 年 ご 協 力 い た だ い て い る ANA グ ルー プ 様 
な ど、 協 賛 メ ン バー 様 の エ キ ス パー ト の 方 た ち も 予 定 し て い ま す。  
 
・ 開 催   年 4 回 予 定  
 
・ 今 年 度 1 回 目  
  6 月 3 日 （水） 開 催   第 55 回   エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ      本 田 大 三 郎 さ ん  
（東 京 1964 オ リ ン ピッ ク 日 本 代 表 / マ ホ ロ バ マ イ ン ズ 三 浦   カ ヌー 教 室 代 表）  
 
・ 講 師 （コ メ ン テー ター） ︓ 伊 庭 野 基 明 さ ん （ KK 2  グ ロー バ ル キャ リ ア カ ウ ン セ ラー）    
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   － ２    し ご と 力 道 場    ～ コ ミュ ニ ケー ショ ン 力 を 高 め る 対 話 型 ト レー ニ ン グ ～  
  「し ご と 力 道 場」 は、 多 様 な ジャ ン ル の 人 が 集 い、 発 言 し、 交 流 す る 「他 流 試 合」 の 場  
で す。 ビ ジ ネ ス で の 普 遍 的 な テー マ に つ い て、 8 名 の 参 加 者 が ３ 時 間 ディ ス カッ ショ ン を  
行 い ま す。 ファ シ リ テー タ （師 範 代） は 池 田 正 夫 さ ん （人 材 育 成 コ ン サ ル タ ン ト） で す。 

参 加 者 は、 自 治 体 職 員、 金 融 業、 飲 食 業、 IT 企 業、 学 校 職 員 等、 様々 な 職 業 の 方 に ご 参  
加 い た だ い て お り、 終 了 後 に は 講 師 や 参 加 者 同 士 の 交 流 の 場 を 設 け て い ま す。  
  継 続 的 に 参 加 す る こ と に よっ て 効 果 が 高 ま る プ ロ グ ラ ム の た め、 参 加 回 数 に 応 じ て 「白 
帯」 「茶 帯」 「黒 帯」 と 段 位 認 定 し、 「し ご と 力 道 場   認 定 証」 を 発 行 し て い ま す。  
  昨 年 度 の 改 善 点 と し て は、 ディ ス カッ ショ ン の 量・ 質 を 向 上 す る た め、 定 員 を 10 名 か ら 
8 名 に 変 更 し ま し た。 ま た、 募 集 時 に テー マ を 事 前 に 提 示 し て い ま し た が、 参 加 者 の 属 性 
な ど を 鑑 み、 池 田 師 範 代 が 当 日 提 示 す る こ と に 変 更 し ま し た。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  最 初 に 今 回 の 目 標 設 定 を 行 い、 終 了 後 に 振 り 返 り の 自 己 チェッ ク と し て 活 用 し て い る 
「対 話 力 チェッ ク リ ス ト」 は、 評 価 を 数 値 化 し 継 続 的 に 自 身 の 対 話 力 を 高 め る た め に 活 用 
し て お り、 希 望 が あ れ ば 事 務 局 で 保 管 を 行っ て い ま す。 
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    今 年 度 は、 継 続 的 に ご 参 加 い た だ け る 仕 組 み づ く り と し て、 3 回 シ リー ズ で の 申 込 み 枠 
を 予 定 し て い ま す （過 去 参 加 対 象 / 割 引 あ り）。 申 込 み 受 付 に あ たっ て は、 申 込 者 属 性 を 順 
次 Web で 公 開 し ど ん な 年 代、 職 業 の 人 が 参 加 予 定 な の か を 見 え る 化 す る こ と で、 申 込 時 の 
心 理 的 ハー ド ル を 下 げ る 取 組 を 行 い ま す。  
  ま た 「対 話 力 チェッ ク リ ス ト」 を さ ら に 活 用 で き る よ う に、 池 田 師 範 代 に よ る 解 説 映 像 
を 制 作 し、 参 加 者 の 事 前 学 習 に 活 用 し て い た だ く 予 定 で す。  
  今 後 は、 今 年 度 よ り 開 発 を 行 う 会 議 の デ ジ タ ル 化 ツー ル、 IDP （イ ン タ ラ ク ティ ブ   
ディ ス カッ ショ ン   プ ラッ ト フォー ム） を 活 用 し、 遠 隔 地 で も 参 加 で き る 仕 組 み づ く り な 
ど、 新 た な 試 み も 検 討 を し て い き ま す。  
 
・ 開 催 予 定 ︓ 6 月 20 日 （土）、 10 月 10 日 （土）、 令 和 3 年 1 月 23 日 （土）  
・ 講 師 （師 範 代 / ファ シ リ テー ター） ︓ 池 田 正 夫 さ ん （人 材 育 成 コ ン サ ル タ ン ト）  
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－ ３    し ご と 力 向 上 ラ イ ブ ラ リ  

  「し ご と 力 向 上 ラ イ ブ ラ リ」 は、 昨 年 度 で 93 講 座 264 単 元 (令 和 2 年 3 月 1 日 現 在) を 開 発 し 
ま し た。 学 校 教 育 や 企 業 研 修 と い う 枠 を 超 え、 社 会 で 活 躍 す る た め に 必 要 な 「し ご と 力」 
を 学 べ る 講 座 を 提 供 し て い ま す。 KK² を ご 支 援 い た だ い て い る 協 賛 メ ン バー の 組 織 は も ち 
ろ ん、 教 育 研 修 制 度 を 整 え る の が 難 し い 中 小 企 業 の 社 員 の 方 な ど、 ど な た で も 無 料 Web 会 
員 を し て い た だ け れ ば 無 料 で 学 ん で い た だ け ま す。  
  視 聴 後 に は、  レ ビュー （ 5 段 階 評 価） と コ メ ン ト を 投 稿 し て い た だ い て お り ま す の で、 視 聴 
者 か ら の 貴 重 な フィー ド バッ ク を 参 考 に よ り よ い 講 座 を 開 発 し て ま い り ま す。  
  令 和 2 年 度 は、 イ ン タ ラ ク ティ ブ 教 材 （ Two   Way ） と し て 開 発 し、 動 画 と 設 問 が セッ ト と な 
り、 学 習 者 の デー タ を 収 集 し、 講 師 が 知 り た い 情 報 を 蓄 積 し ま す。 デー タ の 活 用 に つ い て は、 
教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会 で 議 論 を し て い き ま す。  令 和 2 年 度 も、 毎 月 1 単 元 公 開 を し て ま い り 
ま す。  
 
・ 毎 月 1 単 元   12 単 元 開 発 予 定 （毎 月 最 終 木 曜 日 公 開）  
  「 AI 社 会 で 求 め ら れ る し ご と 力 （ 4 単 元）」  
  「や さ し い が ん の 知 識」 （平 成 18 年 制 作 の リ メ イ ク）  
  「あ な た な ら ど う す る︖ 『帰 宅 困 難 者 問 題 に 備 え る』」 （平 成 28 年 制 作 の リ メ イ ク）  
  等 を 予 定 し て い ま す。  
 
① 【ア ソ シ エ イ ト 向 け】 社 会 と 若 者 の 接 続 を 応 援 す る プ ロ グ ラ ム 開 発   
～ 若 者 の 生 き る 力 を 身 に つ け る ～  
  若 者 が 社 会 に 出 た と き に 最 低 限 身 に つ け て お き た い 
知 識・ ス キ ル を 学 び、 社 会 と の ス ムー ズ な 接 続 を 応 援 
す る プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ま す。  
  昨 年 度 開 催、 第  5  回 「教 育 の デ ジ タ ル 化 研 究 会」 
（令 和 元 年  11 月 25 日 ） で 大 学 の 授 業 で 活 用 い た だ い た 
事 例 を 発 表 い た だ い た 加 藤  木 綿 美 さ ん （二 松 学 舎 大 学   
国 際 政 治 経 済 学 部  国 際 経 営 学 科  専 任 講 師） に ご 提 案   
を い た だ き、 若 者 が 社 会 に 出 る に あ たっ て の 最 低 限 必 
要 な マ ネー リ テ ラ シ （金 融 教 育） の プ ロ グ ラ ム を 開 発 し ま し た。 動 画 と 設 問 の 双 方 向 性 （ 
Two   Way  性） を 持 た せ、 動 画 に 関 連 す る 設 問 に ス マー ト フォ ン 等 で 回 答 し、 理 解 度 の 
チェッ ク や 他 の 受 講 者 と の 回 答 の 違 い を 認 識 す る こ と が で き ま す。  令 和 2 年 4 月  以 降、  DPP 
を 活 用 し た 大 学 で の ト ラ イ ア ル 授 業 を 予 定 し て い ま す。  
  令 和  2  年 度 も、 加 藤 先 生 が 日 頃 学 生 と 接 す る 中 で 必 要 と 思 わ れ る テー マ に つ い て 開 発 を 
し て い き、 学 生 を 含 め た ア ソ シ エ イ ト 層 に 役 立 つ プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て ま い り ま す。  
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社 会 に 出 る 準 備 編 「マ ネー リ テ ラ シー 初 級 講 座 （仮）」 12 単 元  

 
今 後 は、 以 下 の テー マ に つ い て 検 討 を 進 め ま す。  

就 職 活 動 シ リー ズ  1-1. 採 用 の プ ロ セ ス  
1-2. 「や り た い 仕 事 が な い」  
1-3. イ ン ター ン 先 企 業 の 探 し 方  
1-4. ビ ジ ネ ス カ ジュ ア ル と は  
1-5. 就 職 活 動 の 準 備  

税 金 シ リー ズ  2-1. ふ る さ と 納 税  
2-2. 贈 与 税 と 相 続 税  

年 金 シ リー ズ  
 

3-1. 国 民 年 金 保 険 料 の 学 生 納 付 特 例 制 度  
3-2. 企 業 型 DC （企 業 型 確 定 拠 出 年 金）  
3-3.iDeCo  

起 業 シ リー ズ  
 

4-1. 法 人 化 す る メ リッ ト・ デ メ リッ ト  
4-2. 法 人 登 記 の 方 法  
4-3. 株 式 会 社 の 定 款  

 
・ 協 力   加 藤 木 綿 美 さ ん （二 松 学 舎 大 学   国 際 政 治 経 済 学 部   国 際 経 営 学 科   専 任 講 師）  
 
② 日 本 語 字 幕 対 応 ／ 発 達 障 害 啓 発 週 間 へ の 協 力  
  昨 年 度、 聴 覚 障 害 の 方 よ り ご 要 望 を い た 
だ き 日 本 語 字 幕 対 応 を テ ス ト 試 行 し て い ま 
す。 令 和 2 年 度 も 新 規 プ ロ グ ラ ム に つ き ま 
し て 順 次 日 本 語 字 幕 対 応 を 進 め て ま い り ま 
す。  
  ま た 「み ん な ち がっ て す て き だ ね ～ 自 閉 
症 の 理 解  は じ め の 一 歩 ～」 出 演 者   山 口 久  
美 さ ん に ご 紹 介 い た だ き、 富 山 県 氷 見 市 社 
会 福 祉 協 議 会 様 か ら の 依 頼 で、 世 界 自 閉 症 
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啓 発 デー （毎 年 4 月 2 日）、 発 達 障 害 啓 発 週 間 （毎 年 4 月 2 日 ～ 4 月 8 日） に 合 わ せ て、 能 越 
ケー ブ ル ネッ ト 様 で 放 送 し て い た だ き ま し た。 令 和 2 年 度 も 3 月 29 日 （日） か ら 4 月 4 日 
（土） 1 日 2 回 放 送 予 定 で す。  
 
 
－ ４    コ ン ピ テ ン シー・ チェッ ク  （ Web チェッ ク プ ロ グ ラ ム）  

～ 「 Feel 」 「 Think 」 「 Act 」 あ な た の コ ン ピ テ ン シー を チェッ ク ～  

 
社 会 に 貢 献 し て い る 人、 社 会 で 活 躍 す る 人、 優 れ た 仕 事 を す る 人 が 備 え る 「し ご と 力」 

の 中 核 と な る コ ン ピ テ ン シー 「 Feel （人 間 関 係 力）、 Think （問 題 解 決 力）、 Act （行 動 
力）」 に つ い て 理 解 し、 自 分 自 身 の 学 習 課 題 を 知 る Web チェッ ク プ ロ グ ラ ム で す。 Web 会 
員 登 録 を 行 え ば ど な た で も 無 料 で 利 用 で き ま す。  

上 記 KK 2  「コ ン ピ テ ン シー」 ９ 項 目 に 関 す る 
ケー ス ス タ ディ （ド ラ マ） を 視 聴 し、 自 分 な ら ど 
う 考 え 行 動 す る の か を Web 上 に 入 力 し ま す。 入 力 
内 容 と 模 範 回 答 を セ ル フ チェッ ク し、 自 分 に 足 り 
な い コ ン ピ テ ン シー に つ い て 気 付 き を 促 す 学 習 プ 
ロ グ ラ ム で す。 な お、 採 点 結 果 は、 レー ダー 
チャー ト で 表 示 さ れ ま す。  
 

コ ン ピ テ ン シー チェッ ク の ケー ス ス タ ディ （ド 
ラ マ） は、 学 生 向 け と なっ て お り、 社 会 人 向 け の 
ケー ス ス タ ディ の 開 発 も 引 き 続 き 検 討 を 行っ て ま 
い り ま す。  

令 和 2 年 度 も Web で 提 供 し ま す の で、 特 に ア ソ シ エ イ ト 層 に 広 く 活 用 い た だ け る よ う PR 
を 進 め て ま い り ま す。    
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（５） 文 化 に 親 し み 交 流 す る  

  近 隣 の 方 た ち へ、 仕 事 帰 り に 気 軽 に 文 化 に 親 し み 交 流 す る 場 を 提 供 す る こ 
と を 目 的 と し た プ ロ グ ラ ム で す。 地 域 の 食 文 化、 伝 統 芸 能 や 音 楽 な ど 様々 な 
文 化 を 楽 し ん で い た だ き ま す。  
（文 化 庁・  霞 が 関 か ら 文 化 力 プ ロ ジェ ク ト  認 定 講 座）  
 
－ １    食 と 文 化 講 座  
   食 を 通 じ て さ ま ざ ま な 文 化 に 触 れ、 講 師、 参 加 者 と と も に 交 流 の 場 を 提 供 す る プ ロ グ ラ 
ム で す。 昨 年 度 に 引 き 続 き、 地 域 創 生 に 貢 献 で き る テー マ を 検 討 し て ま い り ま す。 特 に 
「エ キ ス パー ト・ ス タ ジ オ」 を は じ め、 KK² で 取 り 組 ん で い る プ ロ グ ラ ム に ご 協 力 い た だ 
い た 自 治 体、 組 織、 講 師 な ど と 連 携 し て 企 画 を 行 い、 日 本 の 地 域 の 魅 力 を 食 と 文 化 と い う 
視 点 で 発 信 し て ま い り ま す。 令 和 2 年 度 も 2 回 開 催 予 定 で す。  
 
－ ２    霞 が 関 寄 席  
   ビ ジ ネ ス パー ソ ン が 気 軽 に、 伝 統 芸 能 に 親 し み、 笑 い で ス ト レ ス 発 散 で き る 場 と し て、 
寄 席 を 開 催 し て い ま す。 毎 年 3 回 開 催 し、 そ の う ち  1 回 は、 チャ リ ティ と し て 木 戸 銭 を  KK 2 

活 動 に 全 額 ご 寄 付 い た だ い て お り ま す。 人 気 プ ロ グ ラ ム の た め、 参 加 希 望 者 が 多 数 の 場 
合、 ス タ ジ オ に 加 え て ラ イ ブ ビュー イ ン グ 会 場 と し て エ キ ス パー ト 倶 楽 部 で も 開 催 し ま 
す。  
 
・ 開 催 予 定 （ス タ ジ オ・ 倶 楽 部）    
  第 １ 回   5 月 20 日 （水） 第 ２ 回   8 月 28 日 （金） [チャ リ ティ]   第 ３ 回   12 月 9 日 （水）  
・ 出 演 予 定 ︓ 金 原 亭 馬 玉 さ ん、 金 原 亭 駒 与 志 さ ん  
 
－ ３    「霞 が 関 音 楽 祭」 へ の 協 力  
   毎 年 開 催 す る、 文 化 庁、 KK2 、 霞 が 関 コ モ ン ゲー ト、 霞 が 関 ビ ル 等 主 催 の プ ロ グ ラ ム 
「霞 が 関 音 楽 祭」 に 平 成 26 （ 2014 ） 年 度 の ス ター ト 時 よ り 協 力 し て ま い り ま し た。 文 化 庁 
主 催 の 「霞 が 関 か ら 文 化 力 プ ロ ジェ ク ト」 の 一 環 で、 霞 が 関 の に ぎ わ い 創 出、 ま た 音 楽 に 
気 軽 に ふ れ て い た だ く 機 会 の 提 供 を 目 的 と し て い ま す。 参 加 費 は 無 料 で、 回 を 重 ね る ご と 
に 周 知 が 進 み、 定 着 し て い て い ま す。 令 和 2 年 度 は、 文 化 庁 の 京 都 移 転 の た め、 霞 が 関 ビ 
ル の 管 理 会 社 で あ る 三 井 不 動 産 ビ ル マ ネ ジ メ ン ト が 中 心 と なっ て 開 催 予 定 で す。 10 月 開 催 
を 予 定 し て お り、 引 き 続 き 協 力 を 行 い ま す。  
 
  な お、 「霞 が 関 音 楽 祭」 に ご 協 力 い た だ い て お り ま す、 MuCuL  （ミュ ウ カ ル）  
様 に、 会 場 提 供 の 協 力 を 行っ て い ま す。 今 年 度   2   回 協 力 予 定 で す。  
 
－ ４    江 戸 TOKYO 散 歩  ～ 広 重 「名 所 江 戸 百 景」 と 東 京 の 今 ～  
  平 成 20 年 の KK 2  開 設 記 念 に 制 作 し た オ リ ジ ナ ル 作 品 「江 戸  TOKYO  散 歩」 は、 歌 川 広 重      
の 最 高 傑 作 と い わ れ る 「名 所 江 戸 百 景」 か ら 春 夏 秋 冬 の  12  景 を モ チー フ に 紹 介、 江 戸 と    
現 在 の 東 京 の 街 並 み、 人々 の 営 み を 映 像 に 収 め て い ま す。 世 界 の 方々 が ご 覧 に な れ る よ う 
多 言 語 （英 語 / 韓 国 語 / 繁 体 字 / 簡 体 字） で 提 供 し て お り、 KK 2  公 式 YouTube チャ ン ネ ル で 公 
開 し て い ま す。  
 
URL: http://edo-tokyo-sanpo.com/  
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   制 作 後 12 年 を 経 過 し て お り、 街 並 み も 変 化 し て き て い る た め、 一 部 映 像 の リ ニュー ア ル 
準 備 を 検 討 し て い ま す。    
  東 京 2020 大 会 開 催 の 年 で も あ り ま す の で、 多 く の 方 に 視 聴 い た だ け る よ う PR を 進 め て ま 
い り ま す。  
 
 
（６） 産 学 官 連 携 支 援 事 業  
－ １   霞 が 関 オー プ ン ラ ン チ ミー ティ ン グ  
  平 成 23 （ 2011 ） 年  1  月 よ り ス ター ト し た 中 央 省 庁 の 若 手 官 僚、 NPO  リー ダー、 企 業 の        
CSR  関 者、 大 学 関 係 者 等 に よ る 「霞 が 関 オー プ ン ラ ン チ ミー ティ ン グ」 （月  1  回 開 催）      
は、 3.11  東 日 本 大 震 災 を きっ か け に 被 災 地 の 復 興 を 支 援 す る 産 学 官 の イ ン フォー マ ル な 情  
報 交 換 の 場 と な り、 現 在 は 各 メ ン バー の 立 場 で で き る こ と を 持 ち 寄 り 地 方 創 生 に 向 け た 連 
携 協 働 を 進 め て い ま す。 KK 2  は 会 場 提 供 の 協 力 を 行っ て お り、 今 年 度 も 月 １ 回 程 度 協 力 予 
定 で す。  
 
－ ２   霞ヶ 関 ば た け  
  農 林 水 産 省 の 若 手 職 員 が 中 心 と な り、 日 本 の 農 林 水 産 業 の 未 来 に つ い て、 農 林 水 産 業 従 
事 者、 企 業、 NPO 、 大 学 等 垣 根 を 越 え て 連 携 し、 そ れ ぞ れ の 立 場 で の 課 題 共 有 や 議 論 を 深 
め る 早 朝 ミー ティ ン グ の 場 で す。 平 成 24 （ 2012 ） 年 よ り KK 2  は 会 場 提 供 の 協 力 を 行っ て い 
ま す。 今 年 度 も 協 力 予 定 で す。  
 
－ ３   協 賛 メ ン バー / 事 業 協 力 団 体 と の 連 携 事 業 の 開 催  
  協 賛 メ ン バー 団 体 と の コ ラ ボ レー ショ ン 企 画 は こ れ ま で 機 会 に 恵 ま れ れ ば 実 施 し て き ま 
し た。 KK 2  が ア プ ロー チ で き て い な い 分 野 に つ い て、 多 様 な 学 び の 機 会 を 提 供 す る こ と が 
で き ま す の で、 令 和 2 年 度 も 機 会 が あ れ ば 継 続 い た し ま す。  
  MOU を 締 結 し て い る、 一 般 社 団 法 人 長 洞 元 気 村、 NPO 法 人 「居 場 所」 創 造 プ ロ ジェ ク ト 
（居 場 所 ハ ウ ス）、 社 会 福 祉 法 人 む そ う、 社 会 福 祉 法 人 ス マ イ リ ン グ・ パー ク、 や ね だ ん 
自 治 公 民 館、 一 般 社 団 法 人 話 力 総 合 研 究 所、 プ ラ チ ナ 構 想 ネッ ト ワー ク な ど の 魅 力 あ る 地 
域、 組 織 と の コ ラ ボ レー ショ ン を 広 げ て い き た い と 考 え て お り ま す。  
 
  昨 年 度 は、 キャ リ ア 相 談 室 に ご 協 力 を い た だ い て お り ま す、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 日 本 
キャ リ ア 開 発 協 会 （ JCDA ） 様 の、 キャ リ ア に つ い て 考 え る 特 別 月 間 「キャ リ ア マ ン ス 
2019 」 へ 参 画 さ せ て い た だ き ま し た （ 11 月 開 催）。 KK 2  で 開 催 さ れ る キャ リ ア に 関 す る プ 
ロ グ ラ ム は、 CDA 資 格  *  の ポ イ ン ト 付 与 対 象 に し て い た だ き CDA 資 格 の キャ リ ア カ ウ ン セ 
ラー の み な さ ま （約 18,000 名） に も PR を し て お り ま す。 引 き 続 き 今 年 度 も 「キャ リ ア マ ン 
ス 2020 」 に 協 力 予 定 で す。  
 
* CDA （キャ リ ア・ デ ベ ロッ プ メ ン ト・ ア ド バ イ ザー） 資 格 ︓ JCDA 様 が 認 定 し て い る キャ リ ア カ ウ ン セ ラー 資 格  
   
 
 
（７） KK 2  事 業 運 用 関 連  
  KK 2  の 収 入 の 柱 で あ る、 施 設 貸 出 業 務、 協 賛 メ ン バー の 拡 充 に つ い て 具 体 的 ア プ ロー チ 
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を 進 め て い き ま す。  
 
－ １   施 設 貸 出 サー ビ ス  
    施 設 貸 出 に つ い て は、 協 賛 メ ン バー、 一 般 向 け に 「ス タ ジ オ」 「ラ ウ ン ジ」 「エ キ ス 
パー ト 倶 楽 部」 の 3 か 所 に つ い て 行っ て い ま す。 昨 年 度 以 上 の 利 用 実 績 を 実 現 で き る よ 
う、 引 き 続 き PR し 稼 働 率 を 向 上 し て ま い り ま す。  
  施 設 貸 出 に つ い て は、 現 状 の 空 室 率 （ 5-6 割） を 下 げ 貸 出 率 UP を 目 標 に、 既 存 顧 客 の リ 
ピー ト 促 進 や、 新 規 利 用 促 進 の た め の 具 体 的 ア プ ロー チ を 行っ て ま い り ま す。 と く に、 他 
の 貸 施 設 と の 差 別 化 と な る、 ラ イ ブ 配 信 や レ ス ポ ン ス ア ナ ラ イ ザ の 利 用 に つ い て PR   し 活 用 
を 促 進 し ま す。 予 約 に つ い て は、 Web サ イ ト か ら 24 時 間 可 能 で す。  
  交 流 カ フェ 「エ キ ス パー ト 倶 楽 部」 は、 一 般 営 業 （ラ ン チ・ カ フェ 運 営） を 「だ れ も 
が、 生 き や す い 社 会 を つ く り た い」 を ミッ ショ ン に 掲 げ 活 動 し て い る 社 会 福 祉 法 人 む そ う 
様 と 協 力 し、 障 害 を もっ た 方 た ち の 働 く 場 所 と し て、 新 た な 役 割 を 担っ て い ま す。 一 般 営 
業 の 後、 15 時 以 降 は 学 び と 交 流 の コ ミュ ニ ティ ス ペー ス と し て、 セ ミ ナー や パー ティ と 
いっ た 需 要 の 掘 り 起 こ し を 進 め ま す。  
 
－ ２   協 賛 メ ン バー 制 度  
  令 和 2 年 3 月 時 点 で  31  団 体 に 協 賛 メ ン バー と なっ て い た だ き KK 2  事 業 を 支 え て い た だ い て    
い ま す。 前 述 － １ の 施 設 貸 出 と 合 わ せ て、 KK 2  事 業 の 収 入 の 大 き な 柱 と な る の で、 メ ン 
バー を 増 や す た め の PR 活 動 を 行 い ま す。  
 
－ ３   委 員 会・ 会 議 等 の 開 催  
①   KK 2  運 営 委 員 会 の 開 催  
  文 部 科 学 省 と、  KK 2  が 入 居 す る 霞 が 関 コ モ ン ゲー ト の 霞 が 関  PFI  株 式 会 社 が 主 催 す る 霞      
が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア 事 業 の モ ニ タ リ ン グ 機 能 と し て 運 営 委 員 会 を 開 催 し て い ま す。 今 年 
度 も 上 期 （ 6 月）、 下 期 （ 12 月） そ れ ぞ れ １ 回 開 催 し、  KK 2  か ら は 有 識 者 委 員 ２ 名、 事 務  
局 が 参 加 し ま す。  
 
参 加 者 （敬 称 略 / 所 属 は 令 和 元 年 12 月 現 在）  
＜ 有 識 者 委 員 ＞  
  福 田     猛    氏   （一 般 社 団 法 人 大 学 技 術 移 転 協 議 会   前 事 務 局 長）  
  藤 野   仁 三    氏   （前 東 京 理 科 大 教 授 / 知 財 コ ン サ ル タ ン ト）  
  
＜ 霞 が 関 ７ 号 館 PFI   株 式 会 社 ＞  
  関       朋 一   氏   （株 式 会 社 久 米 設 計   総 務 本 部   人 事 部   部 長）  
  園 部     稔 雄   氏   （東 京 建 物 株 式 会 社   ビ ル マ ネ ジ メ ン ト 第 一 部 長）  
  佐々 岡   慶 介   氏   （大 成 建 設 株 式 会 社   都 市 開 発 本 部   公 民 連 携 プ ロ ジェ ク ト 部）  
  平 原     章 次   氏   （日 鉄 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社    

    建 築・ 鋼 構 造 事 業 部   プ ロ ジェ ク ト 部 建 築 工 事 室）  
  臼 倉        毅    氏   （日 鉄 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社  

    建 築・ 鋼 構 造 事 業 部   プ ロ ジェ ク ト 部 建 築 工 事 室）  
    文 部 科 学 省   会 計 課  
 
＜ 霞 が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア （ KK² ） ＞  
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  久 保 田   了 司    （一 般 財 団 法 人 高 度 映 像 情 報 セ ン ター （ AVCC ） 理 事 長 ／  
                 霞 が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア 代 表）  
  伊 庭 野   基 明    （一 般 財 団 法 人 高 度 映 像 情 報 セ ン ター (AVCC)   理 事 ／  
                  霞 が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア   グ ロー バ ル キャ リ ア カ ウ ン セ ラー）  
  伊 藤     健 二    （霞 が 関 ナ レッ ジ ス ク エ ア   産 学 官 連 携 主 席 研 究 員 ／  
    明 治 学 院 大 学   特 別 学 長 補 佐・ 戦 略 担 当）  
  事 務 局         山 田 瑞 恵 ／ 畑 山 奈 緒 美  
 
②   KK 2  定 例 会 開 催  
  毎 週 水 曜 日 に  KK 2  定 例 会 を 開 催 し、 事 業 全 般 に つ い て 定 期 的 に 議 論 を し て い ま す。 参 加 
者 は、 久 保 田 了 司 （  KK 2  代 表）、 伊 藤 健 二 （  KK 2  産 学 官 連 携 主 席 研 究 員）、 伊 庭 野 基 明    
（グ ロー バ ル キャ リ ア カ ウ ン セ ラー）、 華 井 弘 子 （「エ キ ス パー ト 倶 楽 部」 ゼ ネ ラ ル マ 
ネー ジャー）、 事 務 局 で す。 貸 し 出 し 状 況 や Web の ア ク セ ス 状 況、 プ ロ グ ラ ム 関 連 を テー 
マ に 取 り 上 げ て い ま す。  
 
－ ４   メー ル マ ガ ジ ン 「メッ セー ジ   from   KK 2  」 発 行  
   毎 週 金 曜 日 に 無 料 Web 会 員 向 け に メー ル マ ガ ジ ン 「メッ セー ジ fromKK² 」 を 発 行 し、 
KK² の プ ロ グ ラ ム 紹 介 や お 知 ら せ を 発 信 し て い ま す。 巻 頭 言 「メッ セー ジ fromKK² 」 
は、 KK² 開 催 プ ロ グ ラ ム と 連 動 し た 「人 と 人 と の 絆 と 地 域 再 生」 や 「キャ リ ア」 「学 
び」 を テー マ に し、 週 替 わ り で ４ 名 が メ イ ン で 担 当 し て い ま す。  
・ 執 筆 者 ︓  
久 保 田 了 司 （ KK² 代 表） / 伊 藤 健 二 （ KK² 産 学 官 連 携 主 席 研 究 員） / 伊 庭 野 基 明 （グ ロー 
バ ル キャ リ ア カ ウ ン セ ラー） / 華 井 弘 子 （「エ キ ス パー ト 倶 楽 部」 ゼ ネ ラ ル マ ネー 
ジャー）  
・ 年 間 発 行 予 定 数 ︓ 約   50   回  
 
－ ５   情 報 発 信 （ Web 、 SNS 等）  
①KK 2     Web 、 SNS  
  KK²Web サ イ ト は、 学 び の サ イ ト と し て 運 営 し て お り、 「教 育 の デ ジ タ ル 化」 の 推 進 
の 場 と し て 活 用 し て い ま す。 KK² で は 「 KK² 会 場」 で 参 加 す る ほ か、 「ラ イ ブ 配 信」 
「オ ン デ マ ン ド 視 聴」 で 学 べ る 機 会 を Web 上 に 用 意 し て い ま す。 自 主 企 画 プ ロ グ ラ ム 
は、 収 録 を 行 い Web プ ロ グ ラ ム と し て 公 開、 い つ で も 誰 で も 無 料 で 学 べ る 環 境 を 提 供 
し、 現 在 1,500 本 を 超 え る 動 画 プ ロ グ ラ ム を Web で 提 供 し て い ま す （無 料）。 ス マー ト 
フォ ン、 タ ブ レッ ト に も 対 応 し て い ま す。  
  学 習 サ イ ト と し て さ ら に 活 用 い た だ け る よ う に、 継 続 的 に 機 能 面 の リ ニュー ア ル を 
行っ て い ま す。  
  ま た、 KK²Web サ イ ト と 連 動 し、 よ り 多 く の 方 に KK² の 情 報 を お 届 け す る た め に SNS 
を 活 用 し、 KK² 公 式 「 Facebook 」 「 YouTube チャ ン ネ ル」 「 Twitter 」 等 で の 情 報 発 信 
も 積 極 的 に 活 用 し て い ま す。  
  な お、 KK 2  公 式 「 YouTube チャ ン ネ ル」 で は、 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 公 開 し、 KK²Web 
サ イ ト へ の 誘 導 を 図っ て い ま す。  
・ KK²web サ イ ト    https://www.kk2.ne.jp/  
・ KK² 公 式 Facebook        https://www.facebook.com/KK2kasumigaseki/  
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・ KK² 公 式 YouTube チャ ン ネ ル                   
   https://www.youtube.com/channel/UCTn6A9AdcTgZhIBPX4ihESQ  
・ KK² 公 式 Twitter              https://twitter.com/KK2Kasumigaseki  
 
② 文 部 科 学 省 「マ ナ ビィ・ メー ル マ ガ ジ ン」 で の 定 期 的 な 記 事 掲 載  
  平 成 30 年 7 月 よ り、 文 部 科 学 省 総 合 教 育 政 策 局 が 発 行 す る 生 涯 学 習 関 連 情 報 の メ ル 
マ ガ 「マ ナ ビィ・ メー ル マ ガ ジ ン」 へ の 定 期 的 な 記 事 掲 載 を し て い た だ い て お り ま 
す。 毎 月 8 日 に 発 行 さ れ る メ ル マ ガ で、 KK² の プ ロ グ ラ ム を ご 紹 介 し て い ま す。  
 
「マ ナ ビィ・ メー ル マ ガ ジ ン」  
    https://www.mext.go.jp/magazine/backnumber/1263046.htm  
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Ⅲ   地 域・ 社 会 サー ビ ス の デ ジ タ ル 化 を 支 援 し ま す  
（０） 徳 （ toku ） トー ク ン （ token ） 制 度 （ TT ） の 社 会 実 装 準 備  
      「 全 世 代 型 社 会 保 障」 の 到 来 に 向 け、 「一 人 一 役、 み ん な が 主 役︕」 の 理 念 の 基、 
    全 て の 世 代 で  デ ジ タ ル 通 貨 制 度 を 介 し た 「徳」 と 「支 援」 の 活 動 が 行 え る 社 会 制 度   
    （以 下、 「 TT 」 と す る) 実 装 に 向 け た 準 備 を 進 め ま す。  
      TT で は、 こ の 制 度 を 運 用 す る た め の 全 国 的 な 体 制 づ く り と 共 に、 参 加 者 が 積 み 重   
    ね た 「徳」 ポ イ ン ト を、 自 分 や 家 族 が 困っ た 時 に 「支 援」 ポ イ ン ト と し て 使 用 す る   
    た め の シ ス テ ム づ く り が 必 要 と な り ま す。 年 齢 に 関 わ ら ず、 多 く の 国 民 に 利 用 し て も 
    ら う よ う、 TT で の ポ イ ン ト 流 通 基 盤 と し て は 「マ イ ナ ン バー カー ド」 と の 連 携 を 検 討 
    し ま す。  
      ま た、 TT に 地 域 の 1% の 人 が 活 動 す れ ば、 「地 方 創 生 SDGs 官 民 連 携 プ ラッ ト       
    フォー ム」 （ AVCC も 会 員 と し て 参 画） が 掲 げ る、  地 方 自 治 体 に お け る SDGs （持 続 可 
    能 な 開 発 目 標） の 達 成 も 可 能 と 考 え ま す。 地 方 創 生 に 向 け た 「持 続 可 能 な ま ち （社    
    会） づ く り」 を 支 援 す る う え で も TT 実 現 に 向 け た 活 動 を 推 進 い た し ま す。  
 
  TT 制 度 に お け る ポ イ ン ト 活 用 イ メー ジ 図  
 

 
 
 
 
（１） シ ス テ ム コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
   － １   防 災 情 報 シ ス テ ム 総 合 コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
      近 年 の ICT の 発 展 に よ り、 自 治 体 の 災 害 対 策 本 部 室 も 情 報 化 が 進 め ら れ、 情 報 の 統 括 

を 行 う 防 災 情 報 シ ス テ ム の 他、 発 令 判 断 シ ス テ ム、 安 否 確 認・ 職 員 参 集 シ ス テ ム、 避 
難 所 管 理 シ ス テ ム、 備 蓄 品 管 理 シ ス テ ム、 電 子 黒 板 シ ス テ ム 等々、 さ ま ざ ま な シ ス テ 
ム が 導 入 さ れ る よ う に な り、 一 部 業 務 に つ い て は 飛 躍 的 な 効 率 化 が 図 ら れ る よ う に 
なっ て き ま し た。  

し か し、 個々 の シ ス テ ム の 機 能、 性 能 は 向 上 し て い る も の の、 シ ス テ ム 間 や そ れ ら 
を 運 用 す る 組 織 や 避 難 所 等 施 設 間 の 連 携 が、 必 ず し も ス ムー ズ に 行 わ れ て お ら ず、 
せっ か く 設 備 投 資 し た シ ス テ ム を 効 果 的 に 使 い こ な せ て い る と は 言 え ま せ ん。 近 年 で 
は 庁 舎 新 築 を 期 に、 防 災 シ ス テ ム 全 般 を 見 直 す 自 治 体 も 多 く なっ て い ま す。  

      AVCC で は、 防 災 情 報 シ ス テ ム の 総 合 コ ン サ ル タ ン ト と し て、 大 型 表 示 装 置 や 高 所 
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カ メ ラ 等 の 映 像、 屋 内 外 の 音 響、 そ し て 災 害 時 の さ ま ざ ま な 情 報 を 有 機 的 に 連 携・ 管 
理 し、 円 滑 に 情 報 共 有・ 配 信 が で き る こ と で、 職 員 の 業 務 効 率 化 及 び 最 大 限 に 機 能 を 
発 揮 で き る 防 災 情 報 シ ス テ ム 等 の 総 合 コ ン サ ル ティ ン グ を 行っ て ま い り ま す。  

 
     防 災 情 報 シ ス テ ム 構 成 イ メー ジ 図  

 
 
 
 
   － ２   業 務 系 シ ス テ ム 最 適 化 支 援 業 務  

自 治 体 は、 厳 し い 財 政 状 況 に あ る 一 方 で、 業 務 シ ス テ ム の 導 入 や 運 用 に 多 大 な 経 費 
が か かっ て お り、 業 務 シ ス テ ム の 経 費 削 減 も 迫 ら れ て い る 状 況 に あ り ま す。  

昨 今 で は、 安 価 で 使 い 勝 手 の ク ラ ウ ド 型 の シ ス テ ム 利 用 が 本 格 化 し、 更 に 地 方 自 治 
体 に お い て は、 総 務 省 に よ る 情 報 シ ス テ ム 共 同 運 用 の 推 進 も あ り、 数 多 く の 情 報 シ ス 
テ ム の 入 替 を 迫 ら れ て い ま す。  

更 に は、 地 方 を 中 心 に 自 治 体 職 員 の 減 少 が 進 む 中、 AI を 活 用 し た 窓 口 業 務 の 効 率 化 
や、 RPA （ ロ ボ ティッ ク・ プ ロ セ ス・ オー ト メー ショ ン）  を 活 用 し た 膨 大 な 入 力 業 務 
等 の 自 動 化 等、 新 た な 情 報 技 術 を 取 り 入 れ て い る 自 治 体 も 増 え て き て い ま す。  

こ の よ う に 自 治 体 を 取 り 巻 く 情 報 化 環 境 が 変 化 す る 中、 AVCC で は、 シ ス テ ム 最 適 
化 の コ ン サ ル ティ ン グ 行 な う こ と で、 業 務 の 効 率 化 や コ ス ト 削 減 を 検 討 し、 当 該 自 治 
体 に 最 適 な シ ス テ ム 導 入 及 び 運 用 を 行っ て い た だ く た め の 支 援 を 行 い ま す。  
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    Ｒ Ｐ Ａ に よ る 業 務 処 理 イ メー ジ 図  

 
 
 
  － ３     地 域 情 報 化 計 画 策 定 支 援 業 務  
      地 域 情 報 化 計 画 は、 自 治 体 の 総 合 計 画 を、 情 報 化 か ら 実 現 の た め に 支 援 す る 計 画 で 
    今 後 の 情 報 化 指 針 等 を、 国 や 都 道 府 県 の 動 向 等 を 交 え な が ら 住 民 に 示 す も の と し て 策 
    定 さ れ て き ま し た。 一 方、 平 成 29 年 に 「世 界 最 先 端 IT 国 家 創 造 宣 言・ 官 民 デー タ 活 用 
    推 進 基 本 計 画」 が 閣 議 決 定 さ れ、 都 道 府 県 で は 「都 道 府 県 官 民 デー タ 活 用 推 進 計 画」 
    の 策 定 が 義 務 付 け ら れ、 市 町 村 （特 別 区 を 含 む） で は 「市 町 村 官 民 デー タ 活 用 推 進 計 
    画」 の 策 定 が 努 力 義 務 と な り ま し た。  
      官 民 デー タ 活 用 推 進 計 画 と 地 域 情 報 化 計 画 は、 地 域 の 情 報 化 に 関 す る 課 題 整 理 や 官 
    民 デー タ の オー プ ン 化 等、 情 報 化 に 関 し て 重 複 す る 内 容 が 多 い た め、 官 民 デー タ 活 用 
    推 進 計 画 に 必 要 な 記 載 が 盛 り 込 ま れ て い れ ば、 同 一 計 画 と し て 策 定 し て も 良 い も の と 
    さ れ て い ま す。 AVCC は、 今 年 度 も 官 民 デー タ 活 用 推 進 計 画 と し て も 活 用 で き る 地 域  
    情 報 化 計 画 を 策 定 し て い ま す。  
 
   「地 域 情 報 化 計 画」 の 位 置 づ け イ メー ジ 図  
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  － ４   教 育・ 文 化 施 設 等 に お け る 情 報 シ ス テ ム 構 築 支 援 業 務  
（Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス クー ル 構 想 推 進 支 援）  

公 民 館、 公 共 図 書 館、 生 涯 学 習 セ ン ター、 教 育 セ ン ター、 学 校 な ら び に 企 業 内 教 育 
施 設 等 で の 情 報 シ ス テ ム・ 教 育 シ ス テ ム 導 入 計 画、 リ ニュー ア ル 計 画 等 に 関 連 し た 基 
本 計 画、 設 計、 運 用 計 画、 維 持 管 理 計 画 の 策 定 業 務 を 行 な い ま す。  

ま た、 昨 年 12  月  13  日 に 閣 議 決 定 さ れ た 令 和 元 年 度 補 正 予 算 案 に お い て、 児 童 生 徒      
向 け の １ 人 １  台 端 末 と、 高 速 大 容 量 の 通 信 ネッ ト ワー ク を 一 体 的 に 整 備 す る た め の 経  
費 が 盛 り 込 ま れ ま し た。 こ れ を も と に 文 部 科 学 省 で は、 「Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス クー ル 構 想」 を 
立 ち 上 げ て い ま す。  

Ａ Ｖ Ｃ Ｃ で は、 こ の 構 想 に 基 づ い た 中 小 学 校 施 設 の ネッ ト ワー ク 敷 設 設 計 の 他、 学 
校 情 報 の セ キュ リ ティ 対 策、 デ ジ タ ル 学 習 環 境 の 整 備 等 に つ い て、 今 ま で の 実 績 と ノ 
ウ ハ ウ を 基 に 全 国 小 中 学 校 の 整 備 に 対 す る 支 援 を 行 い ま す。  

 

 
 
ま た、 各 小 中 学 校 は、 災 害 時 等 に お い て 地 域 の 避 難 所 と し て も 利 用 さ れ ま す。  
Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス クー ル 構 想 で の Wi-Fi 整 備 は、 災 害 時 の 公 開 用 Wi-Fi(00000  JAPAN) と し て  

も 活 用 で き る た め、 自 治 体 と 地 域 ネッ ト ワー ク で 接 続 さ れ た、 災 害 時 等 に お け る 住 民 
へ の 情 報 発 信 基 地 と し て の 活 用 方 法 に つ い て も 提 案 し た い と 思 い ま す。  

 

 
 
 

  － ５   長 寿 社 会 の 課 題 解 決 へ 向 け た 取 り 組 み  
        AVCC で は、 今 ま で の 取 り 組 み と し て、 高 齢 者 へ 向 け た ICT の 支 援 活 動 や シ ニ ア 層 で 

新 た な 活 動 に 挑 戦 す る 人々 の 紹 介 な ど か ら、 高 齢 者 の 積 極 的 な 社 会 参 加 の 促 進 を 図っ 
て き ま し た。  

        こ の 先 も ま す ま す 高 齢 化 が 進 展 す る、 「高 齢 化 最 先 進 国」 で あ る 日 本。 そ の 雇 用、 
健 康、 介 護、 年 金、 ま ち づ く り 等々、 高 齢 化 社 会 へ 向 け た さ ま ざ ま な 課 題 に 対 し、 ICT 
や AI を 利 活 用 し た 課 題 解 決 へ 向 け た 取 り 組 み を 支 援 し て ま い り ま す。  

例 え ば、 「デ ジ タ ル 公 民 館 活 動」 （ P20 参 照） を 広 め る こ と で、 特 技 や 技 能 を 持 つ 
高 齢 者 等、 地 域 に 眠 る 「人 財」 の 活 用 が 図 れ る と 考 え て い ま す。  
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高 齢 者 の Ｉ Ｃ Ｔ リ テ ラ シー 向 上 と 新 た な ワー ク ス タ イ ル の 実 現 （出 典 ︓ 総 務 省）  

                                               
（２） ネッ ト ワー ク コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
  － １   防 災 行 政 無 線 コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  

全 国 の 多 く の 自 治 体 に お い て は、 厳 し い 財 政 状 況 の 中、 高 額 な 整 備 費 が 必 要 と な る 
従 来 型 の 防 災 行 政 無 線 (16QAM 方 式) で は、 デ ジ タ ル 化 整 備 に 踏 み 込 め な い 状 況 が あ り 
ま し た。 そ の た め 総 務 省 で は 「同 報 系 防 災 無 線 シ ス テ ム の 低 廉 化 に 向 け た 調 査 検 討 
会」 を 設 置 し、 結 果、 従 来 方 式 よ り 10%~20% の 低 廉 化 を 図っ た 「新 方 式 （ QPSK 方 
式）」 の 防 災 行 政 無 線 を 承 認 し、 多 く の 自 治 体 で 導 入 さ れ 始 め て い ま す。  

ま た、 消 防 庁 か ら の 通 達 （消 防 情 第 96 号） で は、 280MHz 帯 ポ ケ ベ ル 波 等 を 活 用 し 
た 防 災 情 報 シ ス テ ム に つ い て も、 緊 急 防 災 減 災 事 業 債 （令 和 ２ 年 度 末 迄） が 活 用 で き 
る 方 針 が 示 さ れ ま し た。  

そ の 他 に も、 ス マー ト フォ ン の 普 及 に 伴 い、 ス マー ト フォ ン ア プ リ に よ る 防 災 情 報 
の 提 供 や、 防 災 情 報 の 他 自 治 体 か ら の 情 報 提 供 に 特 化 し、 戸 別 受 信 の 代 替 手 段 と し て 
ス マー ト フォ ン の 活 用 を 提 案 す る 事 業 者 も 出 て き て い ま す。  

こ れ ら の 背 景 か ら、 更 新 す る 防 災 情 報 シ ス テ ム は、 各 自 治 体 の 環 境 に よ り、 ど の シ 
ス テ ム が 最 適 で あ る か、 コ ス ト を 含 め 比 較 検 討 が 必 要 と な り ま し た。  

      AVCC で は、 各 シ ス テ ム の 機 能・ 性 能 比 較 は も と よ り、 こ の よ う に 多 様 化・ 高 度 化 
す る シ ス テ ム を 災 害 対 策 本 部 の 運 営 ま で 考 慮 し た、 最 適 な シ ス テ ム を 設 計 し ま す。  

 
  各 種 防 災 情 報 提 供 シ ス テ ム の 比 較  
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  － ２   自 治 体 ネッ ト ワー ク・ CATV コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
平 成 11 年 ご ろ か ら 政 府 主 導 で 行 わ れ た 市 町 村 合 併 を 契 機 に、 全 国 の 市 町 村 で 光 ファ 

イ バー ケー ブ ル を 利 用 し た ネッ ト ワー ク や CATV 網 の 構 築 が 行 わ れ ま し た。 そ れ か ら 
20 年 が 経 過 し、 当 時 整 備 し た 光 ファ イ バー ケー ブ ル や 各 種 設 備 類 は 老 朽 化 し、 ま も な 
く 更 新 が 必 要 な 時 期 を 迎 え ま す。 ま た、 今 後 は 4K ・ 8K 映 像 の 配 信 や SNS に よ る 動 画 配 
信 な ど、 よ り 高 速 な ネッ ト ワー ク が 求 め ら れ ま す。  

AVCC で は、 こ れ ら に 対 応 す る 光 ファ イ バー ケー ブ ル 網 の 更 新 計 画 作 成、 ネッ ト 
ワー ク 設 計 及 び 施 工 監 理 等 の 支 援 を 行っ て ま い り ま す。  

 
 

（３） 情 報 セ キュ リ ティ コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
  － １   ICT 部 門 に お け る 業 務 継 続 計 画 （ BCP ） 作 成 業 務  

大 地 震 等 の 自 然 災 害、 感 染 症 の ま ん 延、 テ ロ 等 の 事 件、 大 事 故、 な ど 不 測 の 事 態 が 
発 生 し て も、 重 要 な 事 業 を 中 断 さ せ な い、 ま た は 中 断 し て も 可 能 な 限 り 短 い 期 間 で 復 
旧 さ せ る た め の 方 針、 体 制、 手 順 等 を 示 し た 計 画 の こ と を 事 業 継 続 計 画 （ Business  
Continuity   Plan ︓ BCP ） と 言 い ま す。  

ICT 部 門 に お け る BCP 作 成 は、 い か な る 緊 急 時 の 状 況 に お い て も、 中 断 さ せ る こ と が 
で き な い、 あ る い は 復 旧 を 優 先 す べ き 重 要 業 務 を 事 前 に 特 定 す る こ と が 肝 要 で す。  

事 前 の バッ ク アッ プ 準 備 や リ ス ク 軽 減、 事 後 の 災 害 時 応 急 対 応、 復 旧 手 順 の 明 確 
化、 指 揮 命 令 系 統 の 確 保 等 の 計 画 等 を 定 め、 被 災 の 影 響 を 最 小 限 に と ど め る こ と を 助 
言 し な が ら、 BCP の 作 成 を 支 援 致 し ま す。  

 
  － ２    ISMS 構 築 及 び ISO27001 認 証 取 得 支 援 業 務  

昨 今 の 社 会 的 影 響 が 大 き い 情 報 セ キュ リ ティ 上 の 脅 威 と し て は、 標 的 型 攻 撃 に よ る 
被 害、 ビ ジ ネ ス メー ル 詐 欺 に よ る 被 害、 ウェ ブ サー ビ ス か ら の 個 人 情 報 の 窃 取、 内 部 
不 正 に よ る 情 報 漏 え い、 サー ビ ス 妨 害 攻 撃 に よ る サー ビ ス の 停 止 な ど が あ げ ら れ、 組 
織 と し て リ ス ク が ま す ま す 高 まっ て い ま す。  

そ の 対 策 と し て は、 ISO27001 の 認 証 を 取 得 し、 組 織 全 体 の 情 報 セ キュ リ ティ マ ネ ジ 
メ ン ト 確 立 す る こ と で、 ス パ イ ラ ル 的 に レ ベ ル の 向 上 が 図 れ る 仕 組 み が 有 効 と な り ま 
す。 そ こ で 行 政 機 関 等 の 共 通 的 特 性、 個 別 特 性 を 踏 ま え た 情 報 セ キュ リ ティ に 関 す る 
既 存 の 条 例、 管 理 規 則、 通 達 の 分 析 に 基 づ く 情 報 セ キュ リ ティ ポ リ シー の 再 策 定、 ガ 
イ ド ラ イ ン、 マ ニュ ア ル の 作 成、 教 育 教 材 の 制 作、 教 育 の 実 施、 簡 易 点 検・ 監 査 の 実 
施、 監 査 結 果 報 告、 是 正 提 言 等 一 連 の マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 構 築 及 び 運 用 の 支 援、 
JIS  Q  27001 ︓  2014  （ ISO/IEC  27001 ︓  2013  ）、 JIS  Q  15001 の 適 合 性 認 証 支 援 を 行っ て          
参 り ま す。  
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  － ３   情 報 セ キュ リ ティ 監 査 業 務  
「地 方 自 治 情 報 管 理 概 要」 （平 成  31  年  3  月 公 表） に よ れ ば、 情 報 セ キュ リ ティ 監        

査 を 実 施 し て い る 地 方 公 共 団 体 は、 都 道 府 県 に お い て は  41  団 体 （ 87.2% ）、 市 区 町 村    
で は  836  団 体 （ 48.0% ） で あ り ま す。 監 査 方 法 は、 内 部 職 員 に よ る 内 部 監 査 及 び 外 部    
専 門 家 に よ る 外 部 監 査 と あ り ま す が、 行 政 機 関 等 の 実 務 の 監 査 に お い て は、 単 に 条 
例、 管 理 規 則 の み を 監 査 基 準 と す る ば か り で な く、 経 緯 や 個 別 事 情 を 踏 ま え た 実 効 性 
の あ る 監 査 を 行 う 必 要 が あ り、 第 三 者 の 立 場 か ら 業 務 の 実 態 に 即 し た 点 検・ 評 価 が 求 
め ら れ ま す。 そ こ で、 AVCC で は 情 報 セ キュ リ ティ を 維 持・ 管 理 す る 仕 組 み が 組 織 に 
お い て 適 切 に 整 備・ 運 用 さ れ て い る か の 監 査 を 行っ て ま い り ま す。  

ま た、 情 報 セ キュ リ ティ を 維 持 す る た め に 必 要 な、 内 部 監 査 員 の 養 成、 職 員 に よ る 
自 己 点 検 の 支 援、 情 報 セ キュ リ ティ ポ リ シー の 改 定 支 援 な ど も あ わ せ て 行っ て ま い り 
ま す。  

 
    「情 報 資 産 に 対 す る 脅 威」 イ メー ジ  

 
 

  － ４   特 定 個 人 情 報 保 護 評 価 業 務  
マ イ ナ ン バー を 取 扱 う 地 方 公 共 団 体 等 は、 研 修、 ロ グ の 分 析、 監 査 の ３ つ を マ イ ナ 

ン バー の 取 扱 い に 関 す る 安 全 管 理 措 置 上 の 課 題 と し て 挙 げ て い ま す （平 成 30 年 10 月 2 
日 個 人 情 報 保 護 委 員 会 「特 定 個 人 情 報 の 取 扱 い の 状 況 に 係 る 地 方 公 共 団 体 等 に よ る 定 
期 的 な 報 告 に つ い て」）。  

AVCC は、 マ イ ナ ン バー 導 入 以 前 か ら 導 入 コ ン サ ル ティ ン グ 事 業 を 推 進 し 上 記 の ３ 
つ の 課 題 に 対 し て も 以 下 の よ う に 対 応 し て ま い り ま す。     

安 全 管 理 措 置 
上 の 課 題  

内 容   改 正 マ イ ナ ン バー  
ガ イ ド ラ イ ン  

AVCC の 対 応  

研 修   未 受 講 者 は 把 握 し て い る が 
自 主 的 な 受 講 を 促 す に と ど 
まっ て い る  

研 修 未 受 講 者 に 対 す る 
再 受 講 の 機 会 を 付 与  

研 修 対 象、 研 修 教 材、 理 解 度 テ ス 
ト、 ア ン ケー ト 集 計、 研 修 完 了 ま 
で 支 援  

ロ グ の 分 析   確 認、 分 析 に は 専 門 的 な 知 
識 が 必 要 で あ り、 対 応 で き 
る 者 が い な い  

ロ グ と 関 連 す る 書 面 の 
記 録 を 照 合 し、 確 認  

業 務 フ ロー 分 析 に よ る マ イ ナ ン 
バー の ラ イ フ ル サ イ ク ル に 応 じ た 
分 析 を 支 援  

監 査   担 当 課 が 決 まっ て い な い、 
実 施 方 法 が わ か ら な い  

監 査 の 必 要 性 を 明 示   組 織 の 規 模、 成 熟 度 に 応 じ た 自 己 
点 検、 内 部 監 査、 外 部 監 査 を 支 援  
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特 に、 今 年 か ら マ イ ナ ン バー カー ド を 活 用 し た 自 治 体 ポ イ ン ト が 導 入 さ れ る こ と も 
有 り、 特 定 個 人 情 報 保 護 の 評 価 の 再 実 施 が 課 題 と なっ て ま い り ま す が、 こ れ に つ き ま 
し て も、 AVCC は マ イ ナ ン バー 導 入 以 前 か ら、 特 定 個 人 情 報 保 護 評 価 の 策 定 支 援 に 取 
り 組 ん で い ま す の で、 マ イ ナ ン バー を 取 扱 う 地 方 公 共 団 体 等 が マ イ ナ ン バー の 取 扱 い 
に 関 す る 安 全 管 理 措 置 上 の 課 題 と し て 挙 げ て い る 研 修、 ロ グ の 分 析、 監 査 と と も に ワ 
ン ス トッ プ で コ ン サ ル ティ ン グ サー ビ ス を ご 提 供 し て ま い り ま す。  

 
  － ５   学 校 に お け る 情 報 セ キュ リ ティ 対 策 支 援 業 務  

学 校 で は、 児 童 生 徒 に 関 す る 健 康・ 成 績・ 進 路 及 び 家 庭 環 境 等 多 様 で 機 微 な 個 人 情 
報 が 取 り 扱 わ れ て い ま す が、 平 成 30 年 度 に 学 校・ 教 育 機 関 に お い て 198 件 の 個 人 情 報 
漏 え い 事 故 が 発 生 し、 57,628 人 （「平 成 30 年 度 学 校・ 教 育 機 関 に お け る 個 人 情 報 漏 え 
い 事 故 の 発 生 状 況 ― 調 査 報 告 書 ― 第 ２ 版」 教 育 情 報 ネッ ト ワー ク 情 報 セ キュ リ ティ 推 
進 委 員 会） の 児 童・ 生 徒 の 個 人 情 報 が 漏 え い し て い ま す。  

ま た、 文 部 科 学 省 が 推 進 す る  「Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス クー ル 構 想」  に お い て、 今 後 増 加 す る ク 
ラ ウ ド 環 境 に 対 応 し た セ キュ リ ティ ポ リ シー の 改 定 が 求 め ら れ て い ま す。  

こ の よ う な 状 況 下、 AVCC で は か ね て よ り 小 中 学 校 で の 情 報 セ キュ リ ティ 対 策 支 援 
に 取 り 組 ん で お り、 学 校 の 運 用 実 態 に 即 し た セ キュ リ ティ ポ リ シー や 運 用 手 順 書 の 策 
定 支 援、 校 長 先 生・ 情 報 教 育 推 進 リー ダー・ 初 任 教 員 等 層 別 の 情 報 セ キュ リ ティ 研 
修、 学 校 情 報 セ キュ リ ティ 外 部 監 査、 監 査 指 摘 事 項 に 対 す る 是 正 計 画 策 定 支 援 等 の 実 
績 に 基 づ く ノ ウ ハ ウ を 蓄 積 し て い ま す。  

今 後 も こ れ ら の ノ ウ ハ ウ に 基 づ き、 学 校 向 け 情 報 セ キュ リ ティ 対 策 支 援 を 進 め て ま 
い り ま す。  

                        出 典 ︓ 教 育 情 報 セ キュ リ ティ ポ リ シー に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン よ り （文 部 科 学 省）  

 
  － ６   プ ラ イ バ シー マー ク 認 定 審 査 支 援 業 務  

一 般 財 団 法 人 日 本 情 報 経 済 社 会 推 進 協 会 (JIPDEC) 及 び 一 般 財 団 法 人 放 送 セ キュ リ 
ティ セ ン ター が 行 なっ て い る 個 人 情 報 を 適 切 に 取 り 扱っ て い る 組 織 を 一 定 の 基 準 で 認 
定 し、 プ ラ イ バ シー マー ク の 使 用 を 許 諾 す る 制 度 に 係 る 審 査 業 務 を 支 援 し ま す。  

 
  － ７   情 報 セ キュ リ ティ / 個 人 情 報 保 護 等 研 修 支 援 業 務  

行 政 機 関 や 民 間 企 業 の 情 報 セ キュ リ ティ / 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 研 修 を 行 な い ま す。 
意 識 づ け 研 修 か ら 顧 客 の 環 境 に 合 わ せ た ケー ス ス タ ディ 演 習 ま で、 さ ま ざ ま な 状 況 に 
応 じ た 研 修 を 実 施 し ま す。  
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（４） TV 会 議 シ ス テ ム 運 用 業 務  

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 （ JICA ） で は、 平 成 29 （ 2017 ） 年 5 月 ま で、 JICA に お け る TV 
会 議 シ ス テ ム の 運 用 業 務 を 当 財 団 に 委 託 し て き ま し た が、 平 成 29 （ 2017 ） 年 6 月 よ り 5 カ 年 
間  は、 「国 際 協 力 機 構 コ ン ピュー タ シ ス テ ム 運 用 等 業 務」 の 中 に TV 会 議 シ ス テ ム 運 用 業 務 
を 含 め た 業 務 内 容 で、 ア ク セ ン チュ ア 株 式 会 社 に 委 託 す る こ と に な り ま し た。  

そ こ で、 当 財 団 で は、 平 成 29 （ 2017 ） 年 6 月 よ り ア ク セ ン チュ ア 株 式 会 社 か ら 「 TV 会 議 
シ ス テ ム 運 用 業 務」 の 部 分 を 受 託 し、 令 和 2 年 度 も 引 き 続 き、 JICA 内 に 業 務 従 事 者 を 配 置 
し、 以 下 の よ う な TV 会 議 シ ス テ ム 運 用 業 務 や 付 随 す る 業 務 を 行 う 予 定 で す。  

1.   TV 会 議 予 約 管 理 業 務  
2.   TV 会 議 相 互 接 続 オ ペ レー ショ ン 業 務  
3.   TV 会 議 室、 TV 会 議 機 器 管 理 業 務  
4.   TV 会 議 機 器 保 守 サ ポー ト 業 務  
5.   TV 会 議 グ ロー バ ル ヘ ル プ デ ス ク 業 務  
6.   TV 会 議 シ ス テ ム 更 新 に 伴 う コ ン サ ル ティ ン グ 業 務  
7.   TV 会 議 新 設 拠 点 へ の 導 入 サ ポー ト 業 務  
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（５） 映 像 情 報 シ ス テ ム の 構 築、 保 守 管 理 業 務        

以 下 の 公 共 施 設、 学 校、 企 業 等 に 設 置 さ れ て い る 映 像 情 報 シ ス テ ム を 対 象 に、 シ ス テ ム 
の 保 守 管 理 業 務 や 運 用 業 務 の 支 援 を 行 い、 ま た、 そ れ ぞ れ の シ ス テ ム の リ ニュー ア ル の 
提 案 や 新 た な 映 像 情 報 シ ス テ ム の 構 築 を 行っ て い き ま す。  

1.    千 葉 県 松 戸 市 教 育 委 員 会 文 化 ホー ル   
   ・ 生 涯 学 習 情 報 提 供 シ ス テ ム へ の 機 材 提 供 及 及 び 維 持 管 理  
   ・ 講 座 室 AV シ ス テ ム へ の 機 材 提 供 及 び 維 持 管 理  
2.    （公 財） 松 戸 市 文 化 振 興 財 団  
   ・ 催 し 物 案 内 デ ジ タ ル サ イ ネー ジ シ ス テ ム へ の 機 材 提 供 及 び 維 持 管 理  
   ・ 運 営 支 援 用 ITV シ ス テ ム の 維 持 管 理  
   ・ 松 戸 市 市 民 劇 場 ITV シ ス テ ム の 設 計 及 び 構 築  
3.    松 戸 東 ロー タ リー ク ラ ブ  
   ・ 森 の ホー ル 難 聴 者 支 援 音 響 シ ス テ ム の 設 計 及 び 構 築  
4.    学 校 法 人 昭 和 女 子 大 学  
  ・ 大 学 内 ホー ル、 教 室 用 AV シ ス テ ム の 維 持 管 理  
5.    学 校 法 人 松 本 歯 科 大 学  
   ・ 30 周 年 記 念 棟 大 小 会 議 室 AV シ ス テ ム の リ ニュー ア ル 及 び 維 持 管 理  
   ・ Campus   Inn   大 教 室 AV シ ス テ ム の リ ニュー ア ル 及 び 維 持 管 理  
   ・ 大 学 病 院 及 び 大 学 防 犯 カ メ ラ シ ス テ ム の リ ニュー ア ル 及 び 維 持 管 理  
6.    学 校 法 人 愛 知 大 学 東 京 霞 が 関 オ フィ ス  

              ・ 愛 知 大 学 東 京 霞 が 関 オ フィ ス に 設 置 し て い る パ ソ コ ン 等 情 報 機 器 の 維 持 管 理  
      7.    日 本 ア ム ウェ イ 合 同 会 社    

  ・ 日 本 ア ム ウェ イ 本 社 AV シ ス テ ム の 維 持 管 理  
  ・ 日 本 ア ム ウェ イ 地 方 プ ラ ザ AV シ ス テ ム の 維 持 管 理  
  ・ Hall   of   Achievement   検 索 シ ス テ ム の リ ニュー ア ル 及 び 維 持 管 理  
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8.    住 友 信 託 銀 行    
  ・ 日 本 ア ム ウェ イ 本 社 防 犯 カ メ ラ シ ス テ ム の リ ニュー ア ル 及 び 維 持 管 理  
9.    東 京 美 装 興 業  
  ・ 東 京 美 装 興 業 本 社 研 修 室 マ ル チ ビ ジョ ン シ ス テ ム 構 築 及 び 維 持 管 理                

 
 

    
 

以 上  
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